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は
じ
め
に

　

筆
者
は
中
国
通
俗
文
化
の
日
本
受
容
に
関
す
る
考
察
の
一
環
と
し
て
、
明
代

短
篇
白
話
小
説
集
「
三
言
」︵『
古こ
こ
ん
し
よ
う
せ
つ

今
小
説
』『
警け
い
せ
い世
通つ
う

言げ
ん

』『
醒せ
い
せ
い
こ
う
げ
ん

世
恆
言
』︶
に

関
す
る
事
例
研
究
を
試
み
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
一
九
六
一
年
に
発
表
さ
れ
た

小お

だ田
嶽た
け
お夫
の
翻
訳
と
、
そ
の
翻
訳
状
況
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
『
醒
世
恆
言
』
卷
八
「
喬
太
守
亂
點
鴛
鴦
譜
」︵
以
下
「
喬
太
守
」︶
は
、
こ
の

「
三
言
」
と
凌り
ょ
も
う
し
ょ

濛
初
が
編
纂
し
た
「
二
拍
」︵『
初
刻
拍
案
驚
奇
』『
二
刻
拍
案
驚

奇
』︶
の
選
集
で
あ
る
『
今き
ん
こ古
竒き
か
ん觀
』
卷
二
八
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
清
代
で

は
「
三
言
」
よ
り
も
『
今
古
竒
觀
』
の
方
が
数
多
く
出
版
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

「
喬
太
守
」
は
『
今
古
竒
觀
』
所
収
の
一
作
と
し
て
日
本
で
も
広
く
通
行
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
か
日
本
に
舶
載
さ
れ
た
江
戸
時
代
に
は
、
唐
話
学
者
で
あ
る
岡

白
駒
と
澤
田
一
齋
に
よ
っ
て
訓
点･

傍
訓
が
施
さ
れ
た
訓
訳
本
︻
一
︼
が
刊
行
さ
れ
、

曲
亭
馬
琴
を
中
心
と
し
て
翻
案
作
品
が
出
版
さ
れ
た
。
ま
た
大
正
時
代
か
ら
戦

前
に
か
け
て
も
、
上
海
の
邦
字
出
版
社
で
刊
行
さ
れ
た
口
語
訳
︻
二
︼
や
、
大
学
関

係
者
に
よ
る
翻
訳
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
戦
後
に
な
る
と
平
凡
社
に
よ
る
中
国
古

典
文
学
の
叢
書
企
画
で
も
複
数
の
訳
出
が
試
み
ら
れ
る
な
ど
、
数
多
く
の
人
々

に
よ
る
翻
訳
が
試
み
ら
れ
た
一
篇
で
あ
る
。

　

小
論
で
は
こ
れ
ら
の
受
容
活
動
の
中
か
ら
、
終
戦
後
に
翻
訳
を
発
表
し
た
芥

川
賞
作
家
・
小
田
嶽
夫
に
よ
る
翻
訳
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

一　

翻
訳
者
・
小
田
嶽
夫
の
経
歴
と
訳
業
に
つ
い
て

　

本
章
で
は
、
本
篇
の
日
本
受
容
史
上
に
お
け
る
小
田
嶽
夫
の
翻
訳
の
位
置
付

け
を
明
確
化
す
る
た
め
に
、
小
田
嶽
夫
の
経
歴
と
、
彼
に
よ
る
著
作
・
翻
訳
活

動
の
概
況
を
紹
介
す
る
。

　

小
田
嶽
夫
は
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
小
説
家
で
あ
る
。
彼
は
新
潟
県

高
田
市
︵
現
・
上
越
市
︶
の
出
身
で
、
一
九
二
二
年
東
京
外
國
語
大
學
支
那
語

學
科
を
卒
業
と
同
時
に
外
務
省
亜
細
亜
局
に
入
り
、
一
九
二
四
年
か
ら
二
八
年

ま
で
の
五
年
間
、
外
務
書
記
生
と
し
て
中
国
杭
州
領
事
館
に
赴
任
し
て
い
る
。

そ
の
後
一
九
三
〇
年
に
外
務
省
を
退
職
す
る
と
、
以
後
は
文
学
創
作
に
専
念
し
、

一
九
三
六
年
に
は
第
三
回
芥
川
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
受
賞
作
の
『
城
外
』
は
、

杭
州
の
日
本
領
事
館
に
派
遣
さ
れ
た
青
年
官
吏
を
主
人
公
と
し
た
作
品
で
あ
る
。

彼
は
そ
の
後
も
上
海
な
ど
中
国
各
地
を
巡
り
、
戦
時
中
は
第
一
次
陸
軍
徴
用
員

宣
伝
班
員
と
し
て
ビ
ル
マ
方
面
に
従
軍︻
三
︼し
た
。
そ
し
て
戦
後
に
は「
郁
達
夫
伝
」

︵
一
九
五
〇
︶︻
四
︼
で
平
林
た
い
子
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
中
国
に
関
す
る
著
作
を

芥
川
賞
作
家
・
小
田
嶽
夫
に
よ
る
『
醒
世
恆
言
』
の
翻
訳
に
つ
い
て

―
―
受
容
史
に
お
け
る
「
第
三
の
翻
訳
層
」
の
一
例
と
し
て
―
―

�
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数
多
く
残
し
て
い
る
︻
五
︼。

　

ま
た
彼
は
魯
迅
と
の
関
わ
り
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
芥
川
賞

受
賞
の
翌
年
、
改
造
社
で
は
『
大
魯
迅
全
集
︵
全
七
卷
︶』
を
刊
行
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
の
際
に
は
小
田
も
参
画
す
る
こ
と
と
な
り
、
上
海
に
渡
航
し
た
彼

は
一
九
三
七
年
に
鹿か

じ地
亘わ
た
る
︻
六
︼
と
の
共
訳
で
『
大
魯
迅
全
集
・
第
七
卷
︵
書
簡
・

日
記
︶』︻
七
︼
を
担
当
し
た
。
ま
た
一
九
四
一
年
に
は『
魯
迅
傳
』︻
八
︼
を
著
し
て
い
る

が
、
本
書
は
竹
内
好
『
魯
迅
』︻
九
︼
刊
行
に
先
行
し
、
魯
迅
研
究
の
草
分
け
的
存
在

と
な
り
、
現
在
で
も
多
く
の
先
行
研
究
︻
一
〇
︼
が
存
在
す
る
。

　

な
お
小
田
は
翻
訳
も
少
な
く
な
い
。
茅ぼ
う

盾じ
ゅ
ん
︻
一
一
︼
や
蕭
し
ょ
う

軍ぐ
ん
︻
一
二
︼、郁い
く

達た
つ
ぷ夫
︻
一
三
︼、

林り
ん
ご
ど
う

語
堂
︻
一
四
︼
な
ど
戦
前
を
中
心
に
訳
業
が
確
認
で
き
る
。
戦
後
も
『
中
国
で
か
め

ろ
ん
』
の
ほ
か
、
魯
迅
選
集
︵
青
木
文
庫
︶
の
翻
訳
︻
一
五
︼
の
ほ
か
、
児
童
文
学
と

し
て
『
聊
齋
志
異
』
の
翻
訳
︻
一
六
︼
を
行
っ
て
い
る
が
、何
れ
も
現
代
中
国
語
や
文

言
小
説
の
翻
訳
で
あ
り
、
彼
の
白
話
に
関
す
る
語
学
的
知
識
は
未
知
数
の
域
を

出
な
い
。

　

こ
の
小
田
嶽
夫
が
、
白
話
小
説
の
翻
訳
を
手
掛
け
た
の
は
、
恐
ら
く
一
九
六
一

年
の
『
中
国
で
か
め
ろ
ん
』
が
最
初
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
本
書
に
収
録

さ
れ
た
作
品
は
、
清
代
の
長
篇
白
話
小
説
『
覺か
く
ご
ぜ
ん

悟
禪
』
や
同
じ
く
清
代
の
短
篇

白
話
小
説
集
『
覺か
く
せ
い
め
い
げ
ん
じ
ゅ
う
に
ろ
う

世
名
言
十
二
樓
』︻
一
七
︼、明
代
短
篇
白
話
小
説
の
『
醒
世
恆
言
』

と
『
今
古
竒
觀
』、そ
し
て
唐
の
柳
宗
元
の
作
と
思
し
き
「
河か
か
ん
で
ん

間
傳
」︻
一
八
︼
の
ほ
か
、

清
代
文
言
小
説
『
聊
齋
志
異
』
か
ら
も
数
篇
を
訳
出
し
て
い
る
。
た
だ
、
本
書

解
説
に
よ
る
と
『
覺
悟
禪
』『
覺
世
名
言
十
二
樓
』
等
は
他
者
の
翻
訳
に
拠
る
と

こ
ろ
が
多
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
た
め
︻
一
九
︼、
小
田
自
身
の
白
話
小
説
の
翻
訳
は

『
醒
世
恆
言
』
と
『
今
古
竒
觀
』
に
限
ら
れ
る
と
考
え
た
方
が
妥
当
で
あ
る
。

『
中
国
で
か
め
ろ
ん
』
に
収
録
さ
れ
た
翻
訳
作
品
を
掲
げ
る
と
、
左
記
の
通
り
で

小田嶽夫と翻訳集『中国でかめろん』（1961）
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あ
る
。

　
　
　

①
「
色
の
手
ほ
ど
き
」︵『
覺
悟
禪
』
第
三
回
︶︻
二
〇
︼

　
　
　

②
「
ふ
し
ぎ
な
腫
れ
も
の
」︵
李
漁
作
︶︻
二
一
︼

　
　
　

③
「
男
の
嫁
入
り
」︵『
醒
世
恆
言
』
第
八
卷
︶

　
　
　

④
「
二
本
の
髪
の
毛
」︵『
今
古
竒
觀
』
第
三
十
八
回
︶

　
　
　

⑤
「
貞
婦
豹
変
」︵
柳
宗
元
作
︶︻
二
二
︼

　
　
　

⑥
「
狐
と
ふ
た
り
の
男
」︵
蒲
松
齡
作
︶

　
　
　

⑦
「
狐
の
姉
妹
」︵
蒲
松
齡
作
︶

　
　
　

⑧
「
俠
女
」︵
蒲
松
齡
作
︶

　
　
　

⑨
「
巧
娘
」︵
蒲
松
齡
作
︶

　
　
　

⑩
「
五
通
神
︵
そ
の
一
︶」︵
蒲
松
齡
作
︶

　
　
　

⑪
「
五
通
神
︵
そ
の
二
︶」︵
蒲
松
齡
作
︶

　
　
　

⑫
「
牡
丹
の
精
」︵
蒲
松
齡
作
︶

　
　
　

⑬
「
狐
女
と
の
睦
み
」︵
蒲
松
齡
作
︶

　

こ
の
よ
う
に
本
書
に
お
け
る
「
三
言
」
所
収
篇
は
「
男
の
嫁
入
り
︵
喬
太
守

亂
點
鴛
鴦
譜
︶」
で
あ
り
、
本
作
は
『
醒
世
恆
言
』
卷
八
と
『
今
古
竒
觀
』
卷

二
八
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
本
書
に
は
「
喬
太
守
」
の
ほ
か
に
も
『
今
古
竒
觀
』
卷
三
八
に
収
録
さ

れ
て
い
る
短
篇
白
話
小
説
が
「
二
本
の
髪
の
毛
」
と
題
し
て
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
「
二
本
の
髪
の
毛
」
は
『
二
刻
拍
案
驚
奇
』
卷
一
四
「
趙
県
君
喬
送
黄
柑　

呉
宣
教
乾
価
白
祥
」︻
二
三
︼
で
あ
り
、
恐
ら
く
は
『
二
刻
拍
案
驚
奇
』
に
お
け
る
最

初
期
の
翻
訳
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
た
め
受
容
史
を
探
る
上
で
重

要
な
事
例
で
あ
る
と
言
え
る
が
、
小
論
の
目
的
と
は
異
な
る
た
め
、
言
及
に
と

ど
め
、
そ
の
翻
訳
状
況
に
つ
い
て
は
割
愛
す
る
。

二　

小
田
の
解
説
に
散
見
さ
れ
る
翻
訳
準
備
の
不
足

１　

不
自
然
な
収
録
作
品
の
標
記

　
『
中
国
で
か
め
ろ
ん
』
所
収
翻
訳
作
品
の
一
覧
を
見
る
と
、
収
録
作
品
集
の
記

載
が
不
自
然
で
あ
る
の
に
気
が
付
く
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
翻
訳
作
品
の
出
典

に
『
醒
世
恆
言
』
と
︵「
三
言
」
の
選
集
で
あ
る
︶『
今
古
竒
觀
』
が
同
列
で
標

記
さ
れ
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
得
な
い
。
こ
の
よ
う
な
標
記
不
統
一
の
理
由
に
つ

い
て
、
小
田
自
身
は
本
書
卷
末
に
あ
る
作
品
解
説
で
、
左
掲
の
通
り
説
明
を
加

え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

　
　

 「
男
の
嫁
入
り
」
は
「
醒
世
恆
言
」︵
原
題
「
喬
太
守
乱
点
鴛
鴦
譜
」︶
に
入

れ
ら
れ
た
一
篇
で
あ
り
、「
今
古
奇
観
」
に
も
編
入
さ
れ
て
い
る
が
、
訳
者

の
所
持
の
「
今
古
奇
観
」
中
の
も
の
は
、「
醒
世
恆
言
」
中
の
も
の
に
比
べ
、

小
部
分
︵
日
本
文
に
直
し
六
、七
百
字
︶
削
除
さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
こ
で

は
「
醒
世
恆
言
」
に
拠
っ
た
。︻
二
四
︼ 

と
あ
り
、彼
は
『
醒
世
恆
言
』
と
『
今
古
竒
觀
』
の
版
本
上
の
差
異
か
ら
、「
喬
太
守
」

の
善
本
と
し
て『
醒
世
恆
言
』の
版
本
を
選
ん
だ
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
し
か
し
、

そ
れ
な
ら
ば
『
今
古
竒
觀
』
卷
三
八
所
収
「
趙
県
君
喬
送
黄
柑
」
も
『
醒
世
恆
言
』

と
同
様
に
、『
二
刻
拍
案
驚
奇
』で
統
一
す
る
の
が
妥
当
な
判
断
で
あ
る
。
ま
た『
中



（4）

芥
川
賞
作
家
・
小
田
嶽
夫
に
よ
る
『
醒
世
恆
言
』
の
翻
訳
に
つ
い
て

85

国
で
か
め
ろ
ん
』
刊
行
当
時
、『
二
刻
拍
案
驚
奇
』
は
既
に
古
典
文
学
出
版
社
か

ら
標
点
本
が
刊
行
︻
二
五
︼
さ
れ
、
且
つ
日
本
で
も
広
く
流
通
し
て
お
り
、
更
に
小
田

の
翻
訳
よ
り
も
早
い
一
九
五
八
年
に
は
松
枝
茂
夫
が
『
二
刻
拍
案
驚
奇
』
の
一

部
の
翻
訳
を
発
表
︻
二
六
︼
し
て
い
る
所
か
ら
も
、『
二
刻
拍
案
驚
奇
』
の
入
手
は
困

難
で
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
小
田
の
解
説
で
は
、
魯
迅
の
『
中

国
小
説
史
略
』
や
、そ
の
翻
訳
で
あ
る
増
田
渉
『
支
那
小
説
史
』︻
二
七
︼
を
は
じ
め
、

江
戸
儒
学
者
の
太
田
錦
城
、
村
松
梢
風
の
『
聊
齋
志
異
』
に
関
す
る
言
及
な
ど
、

多
彩
な
引
用
を
試
み
て
い
る
。
し
か
し
原
作
で
あ
る
『
二
刻
拍
案
驚
奇
』
の
入

手
に
関
し
て
は
何
ら
言
及
し
て
お
ら
ず
、
原
典
の
調
達
と
い
う
面
で
支
障
を
来

す
中
で
の
翻
訳
で
あ
っ
た
可
能
性
が
否
定
で
き
な
い
。

　

な
お
『
中
国
で
か
め
ろ
ん
』
を
出
版
し
た
新
流
社
は
、
終
戦
直
後
の
一
九
四
六

年
に
中
国
古
典
叢
書
「
中
国
千
夜
一
夜
物
語
」
か
ら
始
ま
り
、
飯
塚
朗
訳
『
情

史
』︻
二
八
︼
や
増
田
渉
訳
『
聊
齋
志
異
』︻
二
九
︼
が
あ
る
が
、そ
の
後
一
九
六
七
年
を
最

後
に
︻
三
〇
︼
出
版
活
動
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

そ
し
て
翻
訳
集
『
中
国
で
か
め
ろ
ん
』
は
、
こ
の
新
流
社
に
よ
る
世
界
文
学

全
集
︻
三
一
︼
の
一
環
と
し
て
企
画
さ
れ
、そ
の
中
国
篇
が
小
田
氏
に
依
頼
さ
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、
本
叢
書
の
性
格
上
、
本
書
は
東
北
大
学
附
属
図
書
館
本
館
、

愛
知
大
学
豊
橋
図
書
館
、
國
學
院
大
學
図
書
館
の
み
で
あ
る
ほ
か
、
公
立
図
書

館
で
も
名
古
屋
市
鶴
舞
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
に
と
ど
ま
り
、「
三
言
」
の
翻
訳

書
と
し
て
は
稀
覯
本
に
相
当
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

２　

解
説
か
ら
垣
間
見
え
る
準
備
不
足

　　

ま
ず
『
醒
世
恆
言
』
卷
八
「
喬
太
守
」
の
概
要
を
説
明
す
る
。
本
作
品
の
あ

ら
す
じ
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

 

宋
の
景
祐
年
間
の
こ
と
。
杭
州
の
医
師
劉
秉
義
の
息
子
劉
璞
は
、
孫
未
亡

人
の
娘
珠

と
婚
約
中
だ
っ
た
。
あ
る
と
き
、
た
ま
た
ま
風
邪
が
こ
じ
れ

て
悪
化
し
、
危
篤
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。
劉
媽
媽
は
吉
事
で
病
気
を

追
い
払
お
う
と
、
反
対
す
る
夫
を
押
し
切
っ
て
婚
礼
を
強
行
し
た
。
劉
璞

の
病
状
を
慮
っ
た
孫
未
亡
人
は
、
珠

の
弟
の
玉
郎
を
女
装
さ
せ
て
、
身

代
わ
り
と
し
て
嫁
入
り
さ
せ
、
三
日
後
の
里
帰
り
の
際
、
状
況
に
応
じ
て
、

珠

と
取
り
換
え
る
手
は
ず
を
整
え
た
。
劉
家
で
は
婚
礼
の
夜
、
重
体
の

新
郎
と
同
室
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
ず
、
新
郎
の
妹
の
慧
娘
と
同
室
さ
せ
た
。

新流社『聊斎志異』（1948 年 6月 8日）と『中国
でかめろん』（1961 年 1月 13日）讀賣新聞広告
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そ
の
夜
、
慧
娘
の
美
し
さ
に
心
惹
か
れ
た
玉
郎
は
慧
娘
と
通
じ
、
互
い
に

愛
し
合
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、劉
璞
の
病
状
は
次
第
に
回
復
し
た
が
、

玉
郎
は
里
帰
り
の
機
会
を
得
ら
れ
ぬ
ま
ま
、
身
代
わ
り
で
あ
る
こ
と
が
発

覚
し
た
。
事
は
裁
判
ざ
た
と
な
り
、
慧
娘
が
生
薬
舗
の
裴
政
と
婚
約
中
で

あ
っ
た
た
め
紛
糾
し
た
が
、
喬
太
守
の
粋
な
裁
き
で
円
く
治
ま
っ
た
。
裴

政
に
は
玉
郎
の
婚
約
者
で
あ
る
文
哥
を
与
え
る
こ
と
に
し
、
玉
郎
は
慧
娘

と
、
劉
璞
は
珠

と
結
婚
さ
せ
た
。︻
三
二
︼

　

こ
の
よ
う
に
本
作
は
「
三
言
」
所
収
篇
の
中
で
も
複
雑
な
筋
立
て
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
巧
妙
に
仕
組
ま
れ
た
プ
ロ
ッ
ト
に
よ
っ
て
展
開
す
る
奇
抜
な
顛
末

を
語
っ
た
作
品
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
小
田
は
作
品
解
説

の
中
で
「
こ
の
話
は
宋
代
に
時
代
が
取
ら
れ
て
い
る
が
、
じ
つ
は
明
の
嘉
靖
年

間
の
実
話
で
あ
っ
た
」︻
三
三
︼
と
附
言
し
て
い
る
が
、
筆
者
が
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

訳
者
が
指
摘
す
る
通
り
本
作
品
は
、
実
話
に
基
づ
い
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
先

行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
れ
は
、「
三
言
」
研
究
の
泰
斗
で
あ
る
孫
楷
第
の
研
究
︻
三
四
︼
か
ら
始
ま
る
。

孫
氏
に
よ
る
と
、
本
作
品
は
『
笑
史
』
に
記
さ
れ
た
嘉
靖
年
間
に
崑
山
で
起
き

た
事
件
が
発
端
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
が
後
に
作
品
化
さ
れ
馮
夢
龍
撰
『
情
史
』

卷
二
「
崑
山
民
」
に
転
載
さ
れ
た
こ
と
。
ま
た
『
情
史
』
に
も
「
小
説
載
此
事
、

病
者
爲
劉
璞
」
と
付
記
す
る
所
か
ら
、
す
で
に
そ
れ
以
前
に
原
型
と
な
る
小
説

が
存
在
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
小
田
が
目
睹
し
た
の
は
、

恐
ら
く
孫
楷
第
の
研
究
と
思
わ
れ
る
が
、
小
田
が
翻
訳
し
た
時
点
で
孫
楷
第
の

研
究
は
既
に
三
〇
年
以
上
前
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　

孫
楷
第
の
後
、
譚
正
璧
が
検
証
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
本
作
の
来
源
は
更
に
古

く
『
醉
翁
談
錄
』
丙
集
卷
之
一
「
因
兄
妹
得
成
夫
婦
」
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
ほ
か
、『
情
史
』
卷
二
「
崑
山
民
」
の
他
に
も
『
古
今
譚
概
』
卷
三
六
「
嫁
娶

奇
合
」
や
『
堅
瓠
癸
集
』
卷
之
三
「
姑
嫂
成
婚
判
」
所
引
『
暇
弋
篇
』、「
堅
瓠

秘
集
』
卷
之
四
「
天
緣
」
所
引
の
『
灌
纓
亭
雜
記
』
な
ど
、
同
一
な
い
し
は
類

似
の
話
が
存
在
す
る
こ
と
、そ
し
て
「
喬
太
守
」
の
內
容
を
更
に
複
雜
化
し
た
『
曲

海
總
目
提
要
』
卷
五
「
四
異
記
」
が
存
在
す
る
こ
と
も
判
明
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
譚
正
璧
に
よ
る
研
究
は
戦
時
中
︻
三
五
︼
の
も
の
で
あ
る
が
、戦
後
に
『
話
本
與
古

劇
』︻
三
六
︼
と
し
て
出
版
さ
れ
て
お
り
、
小
田
が
翻
訳
着
手
前
に
入
手
で
き
る
可
能

性
は
高
い
。
こ
の
よ
う
に
断
片
的
な
推
論
で
は
あ
る
が
、
小
田
の
作
品
解
説
か

ら
は
、「
三
言
」
翻
訳
に
向
け
た
準
備
が
充
分
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
が

否
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
小
田
嶽
夫
の
経
歴
と
彼
に
よ
る
「
喬
太
守
」
に
向
け
た
準
備
状
況
を

述
べ
た
が
、
こ
れ
に
よ
り
本
論
考
で
注
目
す
べ
き
点
が
浮
き
彫
り
と
な
る
だ
ろ

う
。

　

そ
れ
が
「
翻
訳
者
層
の
細
分
化
」
と
い
う
点
で
あ
る
。
明
治
大
正
時
代
の
白

話
小
説
の
翻
訳
者
層
は
、
江
戸
唐
話
学
の
流
れ
を
汲
む
民
間
の
知
識
人
と
、
大

学
関
係
者
に
よ
る
翻
訳
と
い
う
翻
訳
者
層
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し

そ
の
後
の
大
学
設
置
数
の
拡
大
の
ほ
か
、
戦
前
に
は
東
亞
同
文
書
院
大
學
な
ど

中
国
に
設
置
さ
れ
た
日
本
の
大
学
の
設
置
に
伴
い
、
大
学
教
育
で
中
国
語
を
学

ん
だ
知
識
人
が
増
加
し
て
き
た
。
小
田
嶽
夫
も
そ
の
よ
う
な
新
し
い
翻
訳
者
層

の
典
型
的
な
事
例
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
、
こ
の
新
し
い
翻
訳
者
層
の
力
量

を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
の
で
あ
る
。
果
た
し
て
彼
の
翻
訳
は
い
か
な
る
も
の

で
あ
っ
た
の
か
。
彼
の
翻
訳
状
況
を
分
析
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
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小
田
嶽
夫
に
よ
る
『
醒
世
恆
言
』
卷
八
「
喬
太
守
亂
點
鴛
鴦
譜
」

の
翻
訳

　

そ
れ
で
は
、「
喬
太
守
」
の
一
部
を
抽
出
し
、
小
田
に
よ
る
翻
訳
の
状
況
を
確

認
し
た
い
。

　

本
作
が
中
国
や
日
本
で
広
く
読
ま
れ
、
派
生
作
品
が
数
多
く
生
み
出
さ
れ
た

理
由
は
、
作
品
設
定
の
妙
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
設
定
は
通
常
の
短
篇
白
話
小
説

よ
り
も
複
雑
で
あ
り
、
そ
の
複
雑
さ
を
読
者
に
無
理
な
く
理
解
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
。
そ
の
た
め
、
特
に
作
品
の
冒
頭
は
登
場
人
物
の
紹
介
や
、
婚
姻
を
取
り

計
ら
う
両
家
の
事
情
を
解
り
や
す
く
読
者
へ
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
翻
訳
者
は
、
そ
の
巧
妙
に
記
述
さ
れ
た
原
文
を
正
確
に
理
解
し
、
過
不

足
な
く
、
か
つ
的
確
に
訳
文
に
反
映
さ
せ
る
か
と
い
う
、
翻
訳
者
と
し
て
の
力

量
が
も
っ
と
も
試
さ
れ
る
箇
所
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
こ
こ
で
は
特
に
劉
家
の
息
子
と
娘
の
人
と
な
り

3

3

3

の
説
明
箇
所
と
、

息
子
の
婚
礼
の
段
取
り
を
決
め
る
た
め
仲
人
を
派
遣
す
る
箇
所
を
検
討
し
た
い
。

そ
こ
で
ま
ず
原
文
を
引
用
し
、
続
い
て
現
在
の
定
訳
と
も
言
え
る
駒
田
信
二
訳

︵
以
下「
駒
田
訳
」︶︻
三
七
︼を
掲
げ
る
。
そ
し
て
そ
の
上
で
小
田
嶽
夫
の
訳︵
以
下「
小

田
訳
」︶
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

な
お
、
劉
家
と
孫
家
に
お
け
る
婚
儀
の
取
り
決
め
で
あ
る
が
、
初
期
段
階
に

お
い
て
は
両
家
が
直
接
交
渉
す
る
こ
と
は
せ
ず
、
必
ず
両
家
の
間
に
媒
酌
人
が

介
在
し
て
婚
約
の
手
続
き
を
進
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
例
え
ば
日
用

百
科
全
書
で
あ
る
『
新
編
事
文
類
要
啟
劄
青
錢
』
別
集
卷
二
、
婚
禮
門
の
婚
姻

啟
狀
諸
式
に
も
「
凡
草
帖
、
係
媒
氏
先
導
意
、
已
從
許
方
通
︵
お
よ
そ
草
帖
は

媒
氏
に
よ
っ
て
先
ず
そ
の
意
向
を
伝
え
、
許
可
を
受
け
て
か
ら
送
る
︶」
と
、
縁

談
交
渉
の
最
初
期
に
取
り
交
わ
さ
れ
る
草
帖
を
取
り
上
げ
、
実
際
の
民
間
レ
ベ

ル
で
も
そ
の
手
交
が
媒
酌
人
に
よ
っ
て
執
り
行
わ
れ
る
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
明
代
『
正
德
會
典
』
卷
六
九
「
庶
人
納
婦
」
に
も
「
先
遣
媒
氏
通
言
、
女

氏
許
之
、
次
命
媒
氏
納
采
納
幣
」
と
、
ま
ず
媒
氏
が
女
家
に
伝
言
を
行
い
、
女

家
が
こ
れ
を
許
可
し
て
か
ら
、
次
に
媒
氏
に
命
じ
て
納
采
納
幣
を
執
り
行
う
と

あ
る
。
そ
の
た
め
縁
談
交
渉
か
ら
具
体
的
な
婚
礼
の
取
り
決
め
に
至
る
ま
で
の

プ
ロ
セ
ス
で
は
、
両
家
の
間
に
介
在
す
る
媒
人
に
と
っ
て
周
旋
す
る
こ
と
が
礼

制
的
に
も
法
制
的
に
も
規
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
そ
の
媒
人
を

張
六
嫂
が
担
当
し
て
い
る
。

　
　

 　

光
陰
迅
速
、
兩
個
兒
女
、
漸
漸
長
成
。
珠
姨
便
許
了
劉
家
、
玉
郎
從
小

聘
定
善
丹
青
徐
雅
的
女
兒
文
哥
爲
婦
。
那
珠
姨
、玉
郎
、都
生
得
一
般
美
貌
、

就
如
良
玉
碾
成
、白
粉
團
就
一
般
。
加
添
資
性
聰
明
、男
善
讀
書
、女
工
針
指
。

︵
一
︶
還
有
一
件
、
不
但
才
貌
雙
美
、
且
又
孝
悌
兼
全
。

　
　

 　

閒
話
休
題
。
且
說
張
六
嫂
、
到
孫
家
傳
達
劉
公
之
意
、
要
擇
吉
日
娶
小

娘
子
過
門
。
孫
寡
婦
母
子
相
依
、
滿
意
欲
要
再
停
幾
時
、
因
想
男
婚
女
嫁
、

乃
是
大
事
、
只
得
應
承
。
對
張
六
嫂
道
、「
上
覆
親
翁
親
母
、
我
家
是
孤
兒

寡
婦
、
沒
甚
大
妝
奩
嫁
送
、
不
過
隨
常
粗
布
衣
裳
、
凡
事
不
要
見
責
。」
張

六
嫂
覆
了
劉
公
。︵
二
︶
劉
公
備
了
八
盒
羹
果
禮
物
、
並
吉
期
送
到
孫
家
。

孫
寡
婦
受
了
吉
期
、
忙
忙
的
製
辦
出
嫁
東
西
。
看
看
日
子
已
近
、
母
女
不

忍
相
離
、
終
日
啼
啼
哭
哭
。
誰
想
劉
璞
因
冒
風
之
后
、
出
汗
虛
了
、
變
爲

寒
症
、
人
事
不
省
、
十
分
危
篤
。
喫
的
藥
、
就
如
潑
在
石
上
、
一
毫
沒
用
。

求
神
問
卜
俱
說
無
救
。︵
三
︶
嚇
得
劉
公
夫
妻
、
魂
魄
都
喪
、
守
在
床
邊
、

吞
聲
對
泣
。
劉
公
與
媽
媽
商
量
道
、「︵
四
︶
孩
兒
病
勢
恁
樣
沉
重
、
料
必
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做
親
不
得
。
不
如
且
回
了
孫
家
、
等
待
病
痊
、
再
擇
日
罷
。」
劉
媽
媽
道
、

「︵
五
︶
老
官
兒
、
你
許
多
年
紀
了
、
這
樣
事
難
道
還
不
曉
得
。
大
凡
病
人

勢
凶
、
得
喜
事
一
沖
就
好
了
。
未
曾
說
起
的
、
還
要
去
相
求
。
如
今
現
成

事
體
、
怎
么
反
要
回
他
。」

　
　

 ︵
光
陰
は
矢
の
ご
と
く
二
人
の
子
供
は
だ
ん
だ
ん
成
長
し
て
、
珠
姨
は
劉
家

の
息
子
と
婚
約
が
と
と
の
い
、
玉
郎
は
小
さ
い
と
き
か
ら
画
家
の
徐じ
ょ

雅が

の

娘
の
文ぶ
ん
が哥
を
嫁
に
迎
え
る
約
束
が
で
き
て
い
た
。
珠
姨
も
玉
郎
も
生
ま
れ

つ
き
美
貌
で
、
ま
る
で
美
玉
を
ひ
き
く
だ
い
て
作
り
、
白
粉
を
ま
る
め
て

こ
し
ら
え
た
よ
う
で
あ
り
、
し
か
も
天
性
聡
明
で
、
玉
郎
は
学
問
が
好
き

で
あ
り
珠
は
針
仕
事
が
上
手
で
あ
っ
た
。︵
一
︶
ほ
か
に
も
う
一
つ
、
才
能

容
貌
と
も
に
す
ぐ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
親
孝
行
で
姉
き
ょ
う

弟だ
い

仲
も
よ

か
っ
た
。

　
　

 

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
張
六
嫂
は
孫
家
へ
行
っ
て
劉
公
の
気
持
ち
を
伝
え
、

吉
日
を
選
ん
で
お
嬢
さ
ん
を
娶
り
た
い
と
い
っ
た
。
孫
寡
婦
親
子
は
互
い

に
た
よ
り
あ
っ
て
い
る
の
で
、
も
う
し
ば
ら
く
待
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
気
持
ち
は
や
ま
や
ま
だ
っ
た
が
、
結
婚
は
一
生
の
大
事
と
考
え
て
や
む

を
得
ず
承
諾
を
し
、
張
六
嫂
に
い
っ
た
。

　
　

 「
ご
両
親
に
申
し
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
わ
た
く
し
ど
も
は
孤
児
と
寡
婦
で
、

た
い
し
た
嫁
入
り
支
度
も
し
て
ゆ
け
ま
せ
ん
。
普
段
の
粗
末
な
衣
裳
だ
け

で
す
が
、
万
事
お
と
が
め
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
よ
う
に
と
」

　
　

 　

張
六
嫂
は
そ
の
旨
を
劉
公
に
返
事
し
た
。︵
二
︶
劉
公
は
礼
物
と
し
て

蓋ふ
た
も
の物
八
鉢
の
料
理
を
と
と
の
え
、
婚
礼
の
日
取
り
の
書
付
を
そ
え
て
孫
家

へ
と
ど
け
た
。
孫
寡
婦
は
日
取
り
の
知
ら
せ
を
受
け
る
と
、
あ
わ
た
だ
し

く
嫁
入
り
道
具
を
こ
し
ら
え
た
が
、
見
る
見
る
日
は
近
づ
い
て
き
て
、
親

子
は
別
れ
る
の
が
つ
ら
く
、
一
日
じ
ゅ
う
泣
い
て
ば
か
り
い
た
。

　
　

 　

と
こ
ろ
が
、
劉
璞
は
風
邪
を
ひ
い
た
あ
と
、
汗
を
出
し
て
衰
弱
し
た
の

が
も
と
で
、寒
症
に
か
か
り
、人
事
不
省
に
な
っ
て
命
も
あ
ぶ
な
く
な
っ
た
。

薬
を
飲
ん
で
も
石
の
上
に
こ
ぼ
す
よ
う
な
も
の
で
、
な
ん
の
効
き
目
も
な

く
、
神
参
り
を
し
た
り
易
者
に
占
っ
て
も
ら
っ
た
り
し
た
が
、
み
な
助
か

ら
な
い
と
い
う
。︵
三
︶
劉
公
夫
妻
は
お
ど
ろ
い
て
生
き
た
心
地
も
な
く
、

病
床
に
つ
き
っ
き
り
で
、
声
を
殺
し
て
泣
き
あ
う
ば
か
り
。
劉
公
は
夫
人

に
相
談
を
し
て
い
っ
た
。

　
　

 　
「︵
四
︶
子
供
の
病
気
が
こ
ん
な
に
重
く
て
は
、
と
て
も
婚
礼
は
で
き
な

い
だ
ろ
う
。
い
っ
そ
の
こ
と
、
い
っ
た
ん
孫
家
へ
こ
と
わ
っ
て
、
病
気
が

な
お
っ
た
ら
改
め
て
日
を
選
ぶ
こ
と
に
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
」

　
　
　

す
る
と
劉
夫
人
は
、

　
　

 　
「︵
五
︶
あ
な
た
、
い
い
年
を
し
て
、
こ
ん
な
こ
と
を
ま
だ
ご
存
じ
な
い

の
で
す
か
。
病
人
と
い
う
も
の
は
ど
ん
な
に
ひ
ど
く
て
も
う
れ
し
い
こ
と

が
あ
れ
ば
よ
く
な
る
も
の
で
す
。
ま
だ
話
を
も
ち
か
け
て
い
な
い
者
で
も

た
の
み
に
い
く
ほ
ど
な
の
に
、
も
う
ち
ゃ
ん
と
き
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
、

ど
う
し
て
こ
と
わ
ろ
う
と
な
さ
る
の
で
す
」︶︻
三
八
︼

こ
の
箇
所
を
、
小
田
は
以
下
の
よ
う
に
翻
訳
し
て
い
る
。
概
ね
原
文
に
対
し
て

忠
実
に
翻
訳
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
訳
文
を
精
読
す
る
と
、
小
田
の
語
学
能
力

や
彼
の
学
識
、
そ
し
て
当
時
の
白
話
語
彙
の
研
究
水
準
の
面
か
ら
留
意
す
べ
き

箇
所
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
箇
所
に
傍
線
部
を
施
し
、

該
当
語
句
を
拾
い
上
げ
な
が
ら
、
彼
の
翻
訳
の
状
況
を
確
認
し
た
い
。
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月
日
の
た
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
ふ
た
り
の
子
供
は
だ
ん
だ
ん
と
大
き

く
な
り
ま
し
た
。
珠
姨
は
劉
家
と
約
束
が
で
き
、
玉
郎
は
小
さ
い
と
き
か

ら
画
家
の
徐
雅
の
娘
文ぶ
ん
が哥
を
嫁
に
迎
え
る
約
束
が
き
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

珠
姨
も
玉
郎
も
生
ま
れ
つ
き
み
め
よ
く
、
さ
な
が
ら
良
玉
を
ひ
き
く
だ
い

て
、
白
粉
で
ま
る
め
た
よ
う
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
う
え
に
利
口
で
、
息

子
は
学
問
が
で
き
、
娘
は
針
仕
事
が
上
手
で
し
た
。︵
一
︶
そ
れ
か
ら
ま
た
、

才
と
顔
が
そ
ろ
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
孝
と
悌
︵
目
上
の
人
に
よ
く
仕

え
る
こ
と
︶
と
を
兼
ね
そ
な
え
て
い
る
の
で
し
た
。

　
　

 　

さ
て
、
張
六
嫂
が
孫
家
へ
行
き
、
吉
日
を
選
ん
で
、
娘
さ
ん
に
輿
入
れ

し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
劉
の
意
を
伝
え
ま
し
た
。
孫
寡ご
け
さ
ん婦
は
、
母
子
が

た
が
い
に
た
よ
り
合
っ
て
い
る
生
活
な
の
で
、
も
う
し
ば
ら
く
こ
の
ま
ま

に
し
て
お
き
た
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
考
え
て
み

る
と
、
男
も
女
も
結
婚
と
い
う
も
の
は
だ
い
じ
な
の
で
、
承
諾
し
な
い
わ

け
に
は
い
か
な
く
、
で
、
張
六
嫂
に
た
い
し
て
言
い
ま
し
た
。

　
　

 　
「
そ
ち
ら
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
せ
。

わ
た
し
の
と
こ
ろ
は
寡ご

け婦
に
孤み
な
し
ご児
で
し
て
、
な
ん
の
仕
度
も
し
て
や
れ
ま

せ
ず
、
ほ
ん
の
ふ
だ
ん
の
粗
末
な
着
物
だ
け
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
を
お

と
が
め
に
な
ら
ず
に
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
、
と
ね
」

　
　

 　

張
六
嫂
は
劉
に
そ
の
返
事
を
伝
え
ま
し
た
。︵
二
︶
劉
は
八
つ
の
い
れ
も

の
に
、
料
理
や
果
物
の
贈
り
物
を
用
意
し
、
婚
礼
の
日
取
り
を
孫
家
へ
知

ら
せ
ま
し
た
。
孫
寡ご
け
さ
ん婦
は
日
取
り
を
知
ら
さ
れ
る
と
、
い
そ
い
で
嫁
入
り

の
品
物
を
と
と
の
え
ま
し
た
。

　
　

 　

い
よ
い
よ
そ
の
日
も
近
づ
き
ま
す
と
、
母お
や
こ子
は
別
れ
が
た
く
て
、
終
日

泣
き
じ
ゃ
く
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
思
い
が
け
な
く
劉
璞
が
、
風
邪
を

ひ
き
汗
を
出
し
過
ぎ
て
衰
弱
し
た
の
が
も
と
で
、寒
症
に
な
り
、人
事
不
省
、

危
篤
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
薬
を
飲
ん
で
も
石
の
上
に
こ
ぼ
す
よ
う
な
も

の
で
、
い
っ
こ
う
に
き
き
め
が
あ
り
ま
せ
ん
。
神
さ
ま
に
祈
っ
た
り
、
占
っ

て
も
ら
っ
た
り
し
て
も
、
助
か
ら
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
。

　
　

 　
︵
三
︶
劉
夫
妻
は
魂
も
な
に
も
ぬ
け
は
て
、
枕
べ
に
む
か
い
合
っ
て
い
て
、

声
を
の
ん
で
泣
く
ば
か
り
で
す
。
劉
は
細
君
に
相
談
し
て
言
い
ま
し
た
。

　
　

 　
「︵
四
︶
息
子
の
病
気
が
こ
ん
な
に
重
く
て
は
、
婚
礼
は
で
き
な
い
。
孫

さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
お
知
ら
せ
し
て
、
病
気
が
直
っ
て
か
ら
、
改
め
て
日
を

選
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
」

　
　
　

細
君
が
言
い
ま
し
た
。

　
　

 　
「︵
五
︶
あ
な
た
、
い
い
年
を
し
て
、
ま
だ
こ
ん
な
こ
と
を
ご
存
知
な
い

の
で
す
か
。
た
い
て
い
、
病
人
は
ど
ん
な
に
わ
る
く
て
も
、
祝
言
を
す
れ

ば
一
度
に
直
る
も
の
で
す
。
ま
だ
話
の
な
い
も
の
で
も
、
話
を
も
ち
出
す

く
ら
い
な
の
に
、
ど
う
し
て
話
の
き
ま
っ
て
い
る
も
の
を
、
こ
と
わ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
」︻
三
九
︼

　

小
田
嶽
夫
の
翻
訳
状
況
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
概
観
す
る
と
翻
訳
水
準
が
高

く
、
原
文
を
理
解
し
た
上
で
日
本
人
読
者
に
も
理
解
出
来
る
翻
訳
を
試
み
よ
う

と
し
て
い
る
姿
勢
が
窺
え
る
。
た
だ
一
部
の
訳
文
の
中
に
は
、
幾
つ
か
注
意
す

べ
き
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
本
作
で
使
用
さ
れ
て
い
る
語
彙
が
、
一
般
的

な
語
彙
と
ず
れ

3

3

た
表
記
が
多
く
、
そ
れ
が
原
文
の
理
解
を
困
難
に
し
て
い
る
点

で
あ
る
。

　

変
則
的
な
表
現
へ
の
対
応　

例
え
ば
傍
線
部
︵
一
︶「
還
有
一
件
、
不
但
才
貌

雙
美
、
且
又
孝
悌
兼
全
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
の
「
不
但
︵bú dàn

︶」
は
、
二
つ
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の
文
節
や
名
詩
介
詞
句
を
つ
な
い
で
並
列
を
示
す
接
続
詞
で
あ
り
、「
~
で
あ
る

ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
の
う
え
~
」
と
い
う
累
加
的
な
表
現
と
な
る
。
そ
の
た

め
後
節
に
は
「
兒
且
︵ér qiě

︶」「
又
︵yòu

︶」
な
ど
を
用
い
て
呼
応
関
係
を
構

成
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
が
、こ
こ
で
は
「
且
又
︵qiě yòu

︶」
と
い
う
「
そ

の
上
に
、
そ
れ
ば
か
り
か
」
を
表
現
す
る
副
詞
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
「
且
又
」
の
使
用
は
、『
醒
世
恆
言
』
卷
三
三
「
十
五
貫
戲
言
成
巧
禍
」
等

で
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
次
の
「
才
貌
雙
美
︵cái m

ào shuāng m
ěi

︶」
も
「
才

貌
雙
全
」
が
一
般
的
で
あ
り
、
や
や
変
則
的
な
事
例
が
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。

「
孝
悌
︵xiào tì

︶」
は
「
孝
」
す
な
わ
ち
父
母
に
孝
行
を
尽
く
す
こ
と
、「
悌
」

は
兄
に
仕
え
誠
実
を
意
味
す
る
書
面
語
、「
兼
全
︵jiān quán

︶」
は
、
ど
ち
ら
も

申
し
分
な
い
こ
と
を
示
す
形
容
詞
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
で
重
要
な
点
は
「
孝
悌
」

の
解
釈
で
あ
る
。「
孝
悌
」
の
原
典
は
『
論
語
』
学
而
篇
︻
四
〇
︼
に
あ
る
が
、「
孝
悌
」

は
親
に
対
し
て
孝
行
で
、か
つ
年
長
者
に
対
し
て
従
順
で
あ
る
と
い
う
「
孝
＋
悌
」

と
い
う
異
な
る
二
種
類
の
意
味
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
表
現
を
本

作
に
当
て
は
め
て
み
る
と
、孫
寡
婦
の
二
人
の
子
供
で
あ
る
「
珠
姨
」
と
「
玉
郎
」

の
説
明
で
あ
り
、
二
人
の
子
供
は
、
い
ず
れ
も
親
孝
行
で
あ
り
且
つ
目
上
の
者

に
従
順
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
こ
の
箇
所
は
「︵
孫
寡
婦
の
二
人
の
子
供
は
︶
才
色
兼
備
で
あ
り
、

ま
た
親
孝
行
の
孝
も
目
上
の
者
へ
の
悌
も
、
い
ず
れ
も
備
え
て
い
た
」
と
い
う

意
味
と
な
る
。
駒
田
訳
は
「
ほ
か
に
も
う
一
つ
、
才
能
容
貌
と
も
に
す
ぐ
れ
て

い
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
親
孝
行
で
姉
弟
仲

3

3

3

も
よ
か
っ
た
」
と
、
孫
寡
婦
の
家

族
内
に
お
け
る
状
況
と
し
て
「
孝
悌
」
を
「
姉
弟
仲
」
と
翻
訳
し
て
い
る
。
原

文
に
は
「
孝
悌
兼
全
」
と
あ
る
の
で
、
姉
に
も
弟
に
も
「
悌
」
の
心
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
が
、
駒
田
訳
の
場
合
、
姉
が
弟
に
対
す
る
心
情
は
「
悌
」
に
該
当
し3

な
い

3

3

。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
姉
弟
仲
で
は
な
く
、
一
般
的
な
「
悌
」
の
心
情

を
姉
弟
い
ず
れ
も
持
っ
て
い
た
と
考
え
た
方
が
よ
り
自
然
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
箇
所
を
小
田
は
「
そ
れ
か
ら
ま
た
、
才
と
顔
が
そ
ろ
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、

孝
と
悌︵
目
上
の
人
に
よ
く
仕
え
る
こ
と
︶と
を
兼
ね
そ
な
え
て
い
る
の
で
し
た
」

と
し
て
お
り
、
小
田
訳
の
方
が
駒
田
訳
よ
り
も
妥
当
な
表
現
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
冒
頭
か
ら
駒
田
訳
を
し
の
ぐ
訳
文
を
示
し
た
小
田
訳
で
あ
る
が
、
そ
れ

以
後
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　

問
わ
れ
る
婚
礼
用
語
の
知
識　

傍
線
部
︵
二
︶「
劉
公
備
了
八
盒
羹
果
禮
物
、

並
吉
期
送
到
孫
家
。
孫
寡
婦
受
了
吉
期
、忙
忙
的
製
辦
出
嫁
東
西
」で
あ
る
が
、「
八

盒
︵bā hé

︶」
の
「
盒
」
は
箱
入
り
の
も
の
を
示
す
量
詞
で
あ
り
、「
八
盒
の
礼
物
」

を
意
味
す
る
。「
羹
果
︵gēng guǒ

︶」
は
羹
あ
つ
も
のと
果
物
を
意
味
す
る
白
話
語
彙
で
あ

り
、「
製
辦
︵zhì bàn

︶」
は
作
り
揃
え
る
、
作
り
調
え
る
の
意
味
で
あ
る
。
こ
こ

ま
で
は
特
に
問
題
は
な
い
が
、
本
文
に
二
度
登
場
す
る
「
吉
期
︵jí qī

︶」
の
解

釈
は
注
意
を
要
す
る
。「
吉
期
」
は
、
め
で
た
い
日
が
原
義
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら

転
じ
て
婚
礼
の
日
を
意
味
す
る
。
ま
た
白
話
語
彙
で
は
、
婚
礼
の
日
か
ら
更
に

派
生
し
て
結
婚
の
日
取
り
を
知
ら
せ
る
通
知
状
で
用
い
る
。
つ
ま
り
同
じ「
吉
期
」

で
も
解
釈
が
複
数
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
解
釈
を
前
後
の
文
脈
か
ら
判
断
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
上
で
傍
線
部
の
箇
所
を
再
確
認
す
る
と
、
劉
公
は
八
箱
の
羹
と
果
物
を

準
備
す
る
と
共
に
、吉
期

3

3

を
孫
家
へ
と
ど
け
た
。
孫
寡
婦
は
吉
期

3

3

を
受
け
取
る
と
、

慌
て
て
嫁
入
り
道
具
を
作
り
揃
え
た
。
と
い
う
文
脈
と
な
る
。
そ
の
た
め
こ
こ

の
「
吉
期
」
は
婚
礼
の
日
を
示
す
の
で
は
な
く
、
婚
儀
六り
く
れ
い禮
と
し
て
の
「
請
期
」

に
使
用
さ
れ
る
書
き
付
け
に
違
い
な
い
。

　

六り
く
れ
い禮
と
は
、
①
納
采
=
結
婚
を
申
し
込
む
こ
と
、
②
問
名
=
新
郎
側
か
ら
使
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者
を
派
遣
し
て
相
手
の
女
性
の
生
母
に
姓
氏
を
尋
ね
る
こ
と
、
③
納
吉
=
新
郎

側
で
嫁
に
迎
え
る
女
性
の
良
否
を
占
い
、
吉
兆
が
出
れ
ば
女
性
の
家
に
報
告
す

る
こ
と
、
④
納
徴
=
婚
約
を
し
て
金
品
を
新
婦
側
に
与
え
る
こ
と
⑤
請
期
=
結

婚
式
の
日
取
り
を
取
り
決
め
る
こ
と
、
⑥
親
迎
=
婿
が
自
ら
嫁
の
実
家
に
行
っ

て
迎
え
の
挨
拶
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
庶
民
の
六
礼
に
つ
い
て
は
『
宋
史
』
卷

一
一
五
「
士
庶
人
婚
禮
」
條
に
は
、「
士
庶
人
婚
禮
、
並
問
名
於
納
采
並
請
期
於

親
迎
成
。」
と
あ
る
ほ
か
、『
東
京
夢
華
錄
』
卷
五
「
娶
婦
」
に
も
「
下
定
了
、

即
旦
望
媒
人
傳
語
。
遇
節
序
、
即
以
節
物
頭
面
羊
酒
之
類
追
女
家
、
隨
家
豐
儉
。

女
家
多
回
巧
作
之
類
。
次
下
財
禮
、
次
報
成
結
日
子
。︵「
下
定
」
が
済
む
と
、

つ
い
た
ち
と
十
五
日
に
媒
人
が
双
方
の
家
の
挨
拶
を
伝
え
る
。
節
句
の
日
に
は

婿
方
か
ら
そ
の
季
節
の
品
や
、
頭
飾
り
、
羊
、
酒
な
ど
、
そ
の
家
の
貧
富
に
応

じ
た
品
々
を
嫁
方
に
贈
る
。
嫁
方
で
は
手
芸
品
な
ど
の
返
礼
を
す
る
。
次
に
は
、

結
納
金
を
贈
る
。
そ
の
次
に
、
婚
礼
の
日
取
り
を
知
ら
せ
る
︻
四
一
︼︶
と
あ
り
、
必

要
不
可
欠
な
儀
礼
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
を
駒
田
訳
は
「
劉
公
は
礼
物
と

し
て
蓋
物
八
鉢
の
料
理
を
と
と
の
え
、
婚
礼
の
日
取
り
の
書
付

3

3

3

3

3

3

を
そ
え
て
孫
家

へ
と
ど
け
た
。
孫
寡
婦
は
日
取
り
の
知
ら
せ
を
受
け
る
と
、
あ
わ
た
だ
し
く
嫁

入
り
道
具
を
こ
し
ら
え
た
」
と
極
め
て
的
確
に
翻
訳
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
、

小
田
は
「
劉
は
八
つ
の
い
れ
も
の
に
、
料
理
や
果
物
の
贈
り
物
を
用
意
し
、
婚

礼
の
日
取
り
を
孫
家
へ
知
ら
せ
ま
し
た
。
孫
寡ご
け
さ
ん婦
は
日
取
り
を
知
ら
さ
れ
る
と
、

い
そ
い
で
嫁
入
り
の
品
物
を
と
と
の
え
ま
し
た
」
と
し
て
お
り
、
大
意
は
同
じ

で
あ
る
も
の
の
、
請
期
に
使
用
す
る
書
状
を
彼
が
理
解
し
て
い
た
は
、
や
や
疑

問
が
残
る
。

　

混
在
す
る
文
言
と
白
話
の
対
応　

傍
線
部
︵
三
︶「
嚇
得
劉
公
夫
妻
、
魂
魄
都

喪
、守
在
床
邊
、吞
聲
對
泣
」
で
あ
る
が
、こ
こ
で
は
「
嚇
得
︵xià dé

︶」
と
「
魂

魄
都
喪
︵hún pò dōu sàng

︶」
の
理
解
が
問
題
と
な
ろ
う
。「
魂
魄
」
は
、
人
間

に
あ
る
三
魂
七
魄
と
い
う
魂
の
意
味
で
あ
る
。
ま
た
一
般
的
に
は
「
魂
魄
離
売

︵hún pò lí m
ài

︶」
で
、
驚
い
て
す
っ
か
り
自
分
を
失
う
と
表
現
す
る
。
本
作
で

は
こ
こ
で
も
通
常
と
異
な
る
言
い
回
し
を
使
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
駒

田
訳
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
ろ
う
。
ま
た「
吞
聲
對
泣︵tūn shēng duì qì

︶」の「
吞
聲
」

は
、
忍
び
泣
く
、
声
を
出
さ
な
い
で
泣
く
こ
と
、
或
い
は
鳴
き
声
を
抑
え
、
耐

え
忍
ぶ
と
い
う
書
面
語
で
あ
る
が
、「
對
泣
」
は
、
向
き
合
っ
て
泣
く
と
い
う
白

話
語
彙
で
あ
り
、
文
言
と
白
話
が
混
在
す
る
表
現
で
あ
る
。
定
訳
で
あ
る
駒
田

訳
は
「
劉
公
夫
妻
は
お
ど
ろ
い
て
生
き
た
心
地
も
な
く
、病
床
に
つ
き
っ
き
り
で
、

声
を
殺
し
て
泣
き
あ
う
ば
か
り
」
と
翻
訳
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
小
田
は
こ

の
箇
所
を
「
劉
夫
妻
は
魂
も
な
に
も
ぬ
け
は
て
、
枕
べ
に
む
か
い
合
っ
て
い
て
、

声
を
の
ん
で
泣
く
ば
か
り
で
す
」
と
し
て
お
り
、「
魂
魄
都
喪
」
の
驚
き
の
ニ
ュ

ア
ン
ス
が
含
ま
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
駒
田
訳
に
匹
敵
す
る
高
い
レ
ベ
ル
の
翻

訳
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

難
解
な
「
回
」
の
解
釈　

次
の
傍
線
部
︵
四
︶「
孩
兒
病
勢
恁
樣
沉
重
、
料
必

做
親
不
得
。
不
如
且
回
了
孫
家
、
等
待
病
痊
、
再
擇
日
罷
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
学
界
で
注
目
さ
れ
て
い
る
語
彙
が
登
場
す
る
。
そ
れ
が
「
恁
樣
︵nèn yàng

︶」

で
あ
る
。
恁
樣
は
、「
恁
般
︵nèn bān

︶」
と
同
様
に
「
こ
の
よ
う
に
」
を
示
す

白
話
語
彙
で
あ
る
。
基
本
的
に「
這
般︵zhè bān

︶這
様︵zhè yàng

︶」「
那
般︵nà 

bān

︶
那
様
︵nà yàng

︶」
と
同
義
と
し
て
扱
わ
れ
る
が
、︵
明
代
と
い
う
︶
特
定

の
時
代
に
用
い
ら
れ
た
白
話
語
彙
で
あ
る
こ
と
が
、佐
藤
晴
彦
氏
の
研
究
︻
四
二
︼
で

明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。「
沉
重
︵chén zhòng

︶」
は
、
重
い
責
任
や
負
担
を
示

す
俗
語
。
そ
し
て
「
料
︵liào

︶」
は
推
し
量
る
、
推
測
す
る
。
~
と
思
う
。「
做

親
︵zuò qīn
︶」
は
「
作
親
︵zuò qīn

︶」
と
同
様
、
縁
組
み
や
結
婚
す
る
と
い
う
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動
詞
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
こ
は
婚
儀
を
執
行
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
、
直

後
の
「
不
得
︵zuò qīn bù dé

︶」
を
接
尾
す
る
こ
と
で
、
~
す
る
こ
と
が
出
来
な

い
。
~
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
示
す
。
そ
の
た
め
こ
の
一
文
は
「
子
供
の
病

状
が
こ
の
よ
う
に
重
く
、
き
っ
と
縁
組
み
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
に
違
い
な
い
」

と
い
う
意
味
と
な
る
。
次
の
「
不
如
︵bù rú

︶」
は
、
物
事
や
行
為
の
利
害
損
得

な
ど
を
比
較
す
る
動
詞
で
、~
に
及
ば
な
い
と
い
う
意
味
。
直
後
の
「
且
︵qiě

︶」

は
「
暫
且
︵zàn qiě

︶」
と
同
じ
く
、
し
ば
ら
く
、
ひ
と
ま
ず
な
ど
を
示
す
副
詞

で
あ
る
。
次
の
「
回
︵huí

︶」
は
様
々
な
解
釈
が
考
え
ら
れ
る
。
前
後
の
文
脈
か

ら
︵
孫
家
へ
︶
返
事
を
す
る
、
も
し
く
は
︵
孫
家
か
ら
の
要
請
を
︶
断
る
、
の

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。「
病
痊
︵bìng quán
︶」
は
、
病
気
の
快
方
を
示
す
白

話
語
彙
で
あ
る
。
そ
の
た
め
こ
の
箇
所
は
「
ひ
と
ま
ず
、孫
家
に
断
り
を
入
れ
て
、

病
気
の
回
復
を
待
っ
て
、
再
度
日
取
り
を
決
め
る
べ
き
だ
ろ
う
」
も
し
く
は
「
ひ

と
ま
ず
病
気
の
回
復
を
待
っ
て
、
再
度
日
取
り
を
決
め
る
よ
う
、
孫
家
に
返
答

す
る
べ
き
だ
ろ
う
」
と
い
う
意
味
と
な
り
、
原
文
に
あ
る
「
回
」
の
解
釈
が
難

し
い
。

　

駒
田
訳
は
「
子
供
の
病
気
が
こ
ん
な
に
重
く
て
は
、
と
て
も
婚
礼
は
で
き
な

い
だ
ろ
う
。
い
っ
そ
の
こ
と
、
い
っ
た
ん
孫
家
へ
こ
と
わ
っ
て
、
病
気
が
な
お
っ

た
ら
改
め
て
日
を
選
ぶ
こ
と
に
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
」
と
「
回
=
断
る
」
と
訳

し
て
い
る
。
そ
の
一
方
小
田
は
「
息
子
の
病
気
が
こ
ん
な
に
重
く
て
は
、
婚
礼

は
で
き
な
い
。
孫
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
お
知
ら
せ
し
て
、
病
気
が
直
っ
て
か
ら
、

改
め
て
目
を
選
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
」
と
あ
る
。
訳
文
か
ら
「
回
=
返
事
を
す
る
」

と
解
釈
し
た
と
推
測
で
き
る
が
、原
文
に
あ
る「
等
待
病
痊︵
病
気
の
回
復
を
待
っ

て
︶」
が
訳
文
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
当
た
り
障
り
の
な
い
自
然
な
訳
文
で
あ

る
が
、
日
を
選
ぶ
よ
う
に
孫
家
に
返
答
す
る
の
が
原
義
で
あ
り
、
全
体
的
な
理

解
に
は
問
題
が
残
る
と
言
え
よ
う
。

　

作
品
理
解
の
鍵
と
な
る
奇
想
天
外
な
発
言　

そ
し
て
傍
線
部
︵
五
︶「
老
官
兒
、

你
許
多
年
紀
了
、
這
樣
事
難
道
還
不
曉
得
。
大
凡
病
人
勢
凶
、
得
喜
事
一
沖
就

好
了
。
未
曾
說
起
的
、
還
要
去
相
求
。
如
今
現
成
事
體
、
怎
么
反
要
回
他
」
で

あ
る
が
、
こ
こ
の
劉
夫
人
の
発
言
が
、
そ
の
後
の
作
品
展
開
で
重
要
な
意
味
を

持
つ
た
め
、
正
確
な
理
解
が
求
め
ら
れ
る
重
要
な
箇
所
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
あ
る
「
老
官
︵lǎo guān

︶」
は
、「
あ
な
た
」
を
示
す
亭
主
に
対
す
る

呼
称
で
あ
り
、南
方
方
言
の
一
種
。
次
の
「
難
道
︵nán dào

︶」
は
、文
末
に
「
嗎
」

や
「
不
成
」
を
置
き
、「
ま
さ
か
~
で
は
な
い
か
︵
い
い
や
、
そ
う
で
は
な
い
︶」

と
な
る
。
こ
こ
で
は
直
後
に
あ
る
「
還
不
曉
得
︵
ま
だ
解
っ
て
い
な
い
︶」
に
対

し
て
反
語
的
表
現
を
構
成
し
て
い
る
。
そ
し
て
「
一
沖
︵yī chòng

︶」
は
、
こ

こ
で
は
二
つ
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
も
の
を
数
え
る
量
詞
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
息
子

の
病
気
回
復
」
と
「
婚
礼
の
挙
行
」
と
い
う
二
つ
の
慶
事
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
「
要

回
︵yào huí

︶」
は
、
取
り
返
す
、
返
却
さ
せ
る
意
味
の
動
詞
で
あ
り
、
こ
こ
で

は
婚
礼
の
準
備
を
意
味
す
る
。

　

そ
の
た
め
こ
の
箇
所
は
「
あ
な
た
、
あ
な
た
は
も
う
多
く
の
年
齢
を
重
ね
て

い
る
の
に
、
ま
さ
か
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
知
ら
な
い
の
で
す
か
。
た
い
て
い
病

人
と
い
う
も
の
は
ど
ん
な
に
病
状
が
重
く
て
も
、
慶
事
が
あ
れ
ば
両
方
と
も
う

ま
く
ゆ
く
も
の
な
の
。
ま
だ
話
し
て
い
な
い
こ
と
を
持
ち
出
す
の
で
す
か
ら
、

既
に
︵
縁
談
が
︶
ま
と
ま
っ
て
い
る
も
の
を
、
ど
う
し
て
後
戻
り
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
す
か
︵
い
い
や
、
後
戻
り
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
︶」

と
い
う
意
味
と
な
ろ
う
。

　

こ
の
箇
所
を
小
田
は
「
あ
な
た
、
い
い
年
を
し
て
、
ま
だ
こ
ん
な
こ
と
を
ご

存
知
な
い
の
で
す
か
。
た
い
て
い
、
病
人
は
ど
ん
な
に
わ
る
く
て
も
、
①
祝
言
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を
す
れ
ば
一
度
に
直
る
も
の
で
す
。
ま
だ
話
の
な
い
も
の
で
も
、
話
を
も
ち
出

す
く
ら
い
な
の
に
、
ど
う
し
て
話
の
き
ま
っ
て
い
る
も
の
を
、
②
こ
と
わ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
」
と
し
て
い
る
。
傍
線
部
①
に
あ
る
祝
し
ゅ
う
げ
ん言は
、
賀
詞
や
祝
詞
。

祝
い
や
祝
儀
の
ほ
か
、
婚
礼
や
結
婚
式
も
意
味
す
る
。
小
田
が
こ
の
中
か
ら
如

何
な
る
解
釈
を
選
ん
だ
か
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
婚
礼
を
前
提
と
し
た
解
釈

を
行
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
意
味
で
は
妥
当
な
翻
訳
と
言
え
る
が
、
問
題

点
も
残
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
は
⑴
婚
儀
に
お
け
る
二
つ
の
慶
事
が

明
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。
⑵
「
一
沖
」
を
「
一
度
に
」
と
翻
訳
し
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て
⑶
進
行
し
て
い
た
も
の
を
前
に
戻
す
と
い
う「
要
回
」の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
、

翻
訳
に
反
映
さ
れ
な
い
ま
ま
「
こ
と
わ
る
」
と
翻
訳
し
て
い
る
こ
と
い
う
三
点

で
あ
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
、
画
竜
点
睛
に
欠
け
る
面
が
否
定
で
き
な
い
。

　

た
だ
、
駒
田
訳
で
も
「
あ
な
た
、
い
い
年
を
し
て
、
こ
ん
な
こ
と
を
ま
だ
ご

存
じ
な
い
の
で
す
か
。
病
人
と
い
う
も
の
は
ど
ん
な
に
ひ
ど
く
て
も
①
う
れ
し

い
こ
と
が
あ
れ
ば
よ
く
な
る
も
の
で
す
。
ま
だ
話
を
も
ち
か
け
て
い
な
い
者
で

も
た
の
み
に
い
く
ほ
ど
な
の
に
、
も
う
ち
ゃ
ん
と
き
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
、
ど

う
し
て
②
こ
と
わ
ろ
う
と
な
さ
る
の
で
す
」
と
翻
訳
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
や

や
正
確
さ
に
欠
け
る
訳
文
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
駒
田
訳
で
も
難
儀
し
て
い
る

状
況
を
鑑
み
る
に
、
こ
の
箇
所
は
個
人
の
翻
訳
技
術
と
い
う
よ
り
も
、
当
時
の

学
界
に
お
け
る
翻
訳
水
準
に
お
い
て
は
、
正
確
な
翻
訳
が
困
難
で
あ
っ
た
と
も

考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
通
り
、
小
田
訳
の
概
略
を
紹
介
し
た
。
小
田
訳
は
駒
田
訳
と
比
較
し

て
も
、
然
程
遜
色
の
な
い
水
準
に
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
だ
け
で
は
両
者
の

翻
訳
の
特
徴
を
明
確
に
判
断
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
、

よ
り
翻
訳
の
難
し
い
箇
所
―
―
す
な
わ
ち
、
双
方
の
家
の
間
で
複
雑
な
や
り
取

り
が
行
わ
れ
る
箇
所
を
紹
介
し
、
二
人
の
翻
訳
状
況
に
つ
い
て
さ
ら
に
検
討
を

加
え
た
い
。

　
　

 　

劉
媽
媽
道
、「
依
著
我
、
分
付
了
張
六
嫂
、
不
要
題
起
孩
兒
有
病
、
竟
娶

來
家
、
就
如
養
媳
婦
一
般
。
若
孩
兒
病
好
、
另
擇
吉
結
親
。
倘
然
不
起
、

媳
婦
轉
嫁
時
、
我
家
原
聘
並
各
項
使
費
、
少
不
得
班
足
了
、
放
他
出
門
、

卻
不
是
個
萬
全
之
策
。」︵
六
︶
劉
公
耳
朵
原
是
棉
花
做
的
、
就
依
著
老
婆
、

忙
去
叮
囑
張
六
嫂
不
要
泄
漏
。
自
古
道
、『
若
要
不
知
、
除
非
莫
爲
。』
劉

公
便
瞞
著
孫
家
、
那
知
他
緊
間
壁
的
鄰
家
姓
李
、
名
榮
、
曾
在
人
家
管
過

解
庫
、
人
都
叫
做
李
都
管
。
爲
人
极
是
刁
鑽
、
專
一
要
打
聽
人
家
的
細
事
、

喜
談
樂
道
。
因
做
主
管
時
、
得
了
些
不
義
之
財
、
手
中
有
錢
、
所
居
与
劉

家
基
址
相
連
、
意
欲
強
買
劉
公
房
子
、
劉
公
不
肯
、︵
七
︶
爲
此
兩
下
面
和

意
不
和
、
巴
不
能
劉
家
有
些
事
故
、
幸
災
樂
禍
。
曉
得
劉
璞
有
病
危
急
、

滿
心
歡
喜
、連
忙
去
報
知
孫
家
。
孫
寡
婦
聽
見
女
婿
病
凶
、恐
防
艀
了
女
兒
、

即
使
養
娘
去
叫
張
六
嫂
來
問
。
張
六
嫂
欲
待
不
說
、
恐
怕
劉
璞
有
變
、
孫

寡
婦
后
來
埋
怨
、
欲
要
說
了
、︵
八
︶
又
怕
劉
家
見
怪
。
事
在
兩
難
、
欲
言

又
止
。

　
　

 　
︵「
わ
た
し
の
考
え
で
は
、
張
六
嫂
に
た
の
ん
で
息
子
が
病
気
だ
と
い
う

こ
と
は
い
わ
ず
に
、
こ
の
ま
ま
嫁
入
り
さ
せ
て
養
女
の
よ
う
に
し
て
お
く

の
で
す
。
も
し
息
子
の
病
気
が
よ
く
た
ら
、
あ
ら
た
め
て
日
を
選
ん
で
式

を
あ
げ
、
も
し
も
助
か
ら
な
か
っ
た
ら
、
嫁
が
再
婚
す
る
と
き
は
家
で
出

し
た
結
納
金
や
経
費
は
か
な
ら
ず
取
り
か
え
し
て
か
ら
出
し
て
や
る
の
で

す
。
そ
れ
が
一
番
い
い
方
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

　
　

 　
︵
六
︶
劉
は
人
の
言
い
な
り
に
な
る
た
ち
だ
っ
た
の
で
、
女
房
の
い
う
と
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お
り
に
し
て
、
す
ぐ
張
六
嫂
に
息
子
の
病
気
の
こ
と
を
漏
ら
さ
な
い
よ
う

に
た
の
ん
だ
。

　
　

 　

昔
か
ら
「
知
ら
れ
た
く
な
い
こ
と
に
は
触
れ
ぬ
が
よ
い
」
と
い
う
。
劉

公
は
孫
家
を
だ
ま
し
た
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
そ
う
は
い
か
な
か
っ
た
。
劉

公
の
壁
一
つ
へ
だ
て
た
隣
り
に
、
姓
は
李り

、
名
は
栄え
い

と
い
っ
て
、
以
前
よ

そ
の
家
で
質
店
の
番
頭
を
し
て
い
た
の
で
み
ん
な
か
ら
李
番
頭
と
呼
ば
れ

て
い
る
者
が
い
た
が
、
極
め
て
狡
猾
な
た
ち
で
、
い
つ
も
人
の
家
の
つ
ま

ら
ぬ
こ
と
を
き
き
出
し
て
は
、
そ
れ
を
い
い
ふ
ら
し
て
よ
ろ
こ
ん
で
い
た
。

番
頭
を
し
て
い
た
と
き
に
よ
か
ら
ぬ
も
う
け
を
し
て
、
金
を
に
ぎ
っ
て
お

り
、
住
居
が
劉
家
と
敷
地
つ
づ
き
な
の
で
、
し
き
り
に
劉
公
の
家
を
買
い

と
り
た
が
っ
て
い
た
が
、
劉
公
が
承
知
し
な
い
た
め
、︵
七
︶
互
い
に
う
わ

べ
は
仲
良
く
し
て
い
た
が
心
の
中
は
そ
う
で
は
な
く
、
劉
家
に
な
に
か
事

故
が
あ
っ
た
ら
、
そ
の
わ
ざ
わ
い
を
楽
し
ん
で
や
ろ
う
と
、
手
ぐ
す
ね
を

引
い
て
い
た
と
こ
ろ
、
劉
璞
が
病
気
に
な
っ
て
危
い
と
い
う
こ
と
を
知
っ

て
大
よ
ろ
こ
び
。
急
い
で
孫
家
へ
知
ら
せ
に
い
っ
た
の
だ
っ
た
。

　
　

 　

孫
寡
婦
は
婿
が
重
い
病
気
だ
と
き
く
と
、
娘
の
一
生
を
あ
や
ま
っ
て
は

な
ら
ぬ
と
思
い
、
さ
っ
そ
く
乳
母
に
張
六
嫂
を
呼
ば
せ
て
た
ず
ね
た
。
張

六
嫂
は
、
い
わ
な
い
で
お
け
ば
劉
璞
に
も
し
も
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
き
、

あ
と
で
孫
寡
婦
に
う
ら
ま
れ
る
だ
ろ
う
し
、
い
っ
て
し
ま
え
ば
︵
八
︶
劉

家
で
と
が
め
を
受
け
る
だ
ろ
う
し
、
ど
う
に
も
動
き
が
と
れ
ず
、
い
い
か

け
て
は
、
や
め
た
。︻
四
三
︼

　

こ
の
箇
所
を
、
小
田
は
以
下
の
よ
う
に
翻
訳
し
て
い
る
。

　
　
　

細
君
が
言
い
ま
し
た
。

　
　

 　
「
わ
た
し
の
考
え
で
は
、
張
六
嫂
に
言
い
つ
け
て
、
子
供
の
病
気
の
こ
と

に
は
触
れ
な
い
で
、
と
も
か
く
来
て
も
ら
っ
て
、
養
女
の
よ
う
に
し
て
お

く
ん
で
す
。
も
し
子
供
の
病
気
が
直
れ
ば
、
べ
つ
に
日
を
選
ん
で
婚
礼
を

行
な
え
ば
い
い
し
、
も
し
だ
め
で
、
あ
の
人
が
よ
そ
へ
嫁
入
る
場
合
は
、

結
納
金
や
い
ろ
ん
な
経
費
を
、
す
っ
か
り
と
り
も
ど
し
て
か
ら
、
出
し
て

や
れ
ば
い
い
ん
で
す
。
そ
れ
が
万
全
の
策
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
」

　
　

 　
︵
六
︶
劉
の
耳
は
も
と
も
と
綿
で
で
き
て
い
ま
す
︵
や
わ
ら
か
く
、
す
ぐ

人
の
言
う
こ
と
を
聞
く
意
︶
の
で
、
す
ぐ
に
細
君
の
言
う
な
り
に
な
り
、

急
い
で
張
六
嫂
に
ね
ん
ご
ろ
に
頼
み
、
ほ
ん
と
う
を
明
か
さ
な
い
よ
う
に

口
止
め
し
ま
し
た
。

　
　

 　

昔
か
ら
、
知
ら
な
い
で
お
こ
う
と
思
え
ば
、
な
に
も
し
な
い
の
が
い
ち

ば
ん
い
い
、
と
言
い
ま
す
。
劉
は
孫
家
を
だ
ま
し
ま
し
た
が
、
思
い
が
け

な
く
も
次
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
し
た
。
彼
の
す
ぐ
隣
の
、
姓
を
李
、

名
を
栄
と
い
う
、
も
と
質
屋
の
番
頭
を
し
て
い
た
の
で
、
み
ん
な
に
李
番

頭
と
言
わ
れ
て
い
る
の
が
、
人
間
が
ひ
ど
く
狡
猾
で
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
よ

そ
の
家
の
つ
ま
ら
ぬ
こ
と
を
聞
き
だ
し
て
は
、
人
に
ひ
ろ
め
て
お
も
し
ろ

が
る
の
で
し
た
。
彼
は
番
頭
を
し
て
い
た
と
き
、性た

ち質
の
よ
く
な
い
こ
と
で
、

少
し
金
を
も
う
け
て
い
た
の
で
、
住
居
が
劉
家
と
敷
地
つ
づ
き
の
と
こ
ろ

か
ら
、
む
り
や
り
に
劉
の
家
を
買
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
が
、
劉
が
承
知

せ
ず
、︵
七
︶
そ
の
た
め
両
家
は
表う
わ
べ面
は
仲
よ
く
し
て
い
て
も
、
じ
っ
さ
い

は
反
対
で
、
劉
家
に
な
に
か
わ
る
い
こ
と
が
起
こ
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
が
、

と
待
ち
か
ま
え
て
い
ま
し
た
。

　
　

 　

そ
こ
へ
、
劉
璞
が
病
気
に
な
り
、
危
い
と
知
っ
た
も
の
で
す
か
ら
、
喜
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び
に
あ
ふ
れ
、
さ
っ
そ
く
孫
家
に
知
ら
せ
た
の
で
し
た
。

　
　

 　

孫
寡ご
け
さ
ん婦
は
お
婿
さ
ん
の
病
気
が
わ
る
い
と
聞
く
と
、
娘
の
一
生
を
誤
っ

て
は
い
け
な
い
と
思
い
、
す
ぐ
に
乳
母
に
張
六
を
呼
ん
で
来
て
も
ら
っ
て
、

た
ず
ね
ま
し
た
。
張
六
は
言
わ
な
い
で
お
け
ば
、
劉
に
も
し
も
の
こ
と
が

あ
っ
た
場
合
、
孫
寡ご
け
さ
ん婦
に
の
ち
に
怨
ま
れ
る
し
、︵
八
︶
言
え
ば
言
う
で
、

劉
家
に
わ
る
く
、
両
方
の
板
ば
さ
み
に
な
っ
て
、
言
お
う
と
し
て
は
ま
た

口
を
つ
ぐ
み
ま
し
た
。︻
四
四
︼

　

俗
諺
を
読
み
切
れ
る
か　

傍
線
部
︵
六
︶「
劉
公
耳
朵
原
是
棉
花
做
的
、
就
依

著
老
婆
、
忙
去
叮
囑
張
六
嫂
不
要
泄
漏
。
自
古
道
、『
若
要
不
知
、
除
非
莫
爲
』

劉
公
便
瞞
著
孫
家
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
複
数
の
成
語
が
明
示
的
に
、
或
い

は
暗
示
的
に
登
場
し
て
い
る
。
ま
ず
冒
頭
に
登
場
す
る
の
が
「
劉
公
耳
朵
原
是

棉
花
做
的
」
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
を
直
訳
す
る
と
「
劉
公
の
耳
は
元
々
綿
で
で

き
て
い
る
」
と
な
る
が
、
こ
れ
は
「︵
劉
公
の
︶
す
ぐ
に
人
の
言
い
な
り
に
な
る
」

と
い
う
俗
諺
の
成
句
で
あ
る
。
こ
れ
は
現
在
で
も
「
耳
朵
軟
︵ěr duǒ ruǎn

︶」

や
「
耳
朵
根
子
軟
︵ěr duǒ gēn zi ruǎn

︶」
と
称
さ
れ
、
し
っ
か
り
し
た
考
え

を
持
た
ず
、
人
の
話
を
そ
の
ま
ま
自
分
の
考
え
に
し
て
し
ま
う
こ
と
を
意
味
す

る
。
そ
の
た
め
、
本
作
の
正
文
で
は
明
示
的
に
俗
諺
で
あ
る
と
述
べ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
中
国
人
読
者
に
と
っ
て
は
半
ば
常
識
に
属
す
る
内
容
で
あ
る
か
ら
だ
が
、

こ
の
種
の
表
現
は
日
本
人
の
翻
訳
者
に
と
っ
て
は
却
っ
て
難
物
に
相
当
す
る
。

　

そ
の
一
方「
若
要
不
知
、除
非
莫
爲︵ruò yào bù zhī

、chú fēi m
ò w

èi

︶」は「
自

古
道
︵
昔
か
ら
~
と
言
う
︶」
が
前
置
し
て
い
る
の
で
、
成
語
で
あ
る
こ
と
が
明

示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
金
瓶
梅
詞
話
』
一
二
回
、『
官
場
原
形
記
』
五
三
回

に
あ
る
「
若
要
人
不
知
、
除
非
己
莫
爲
」
と
同
義
で
、
も
し
人
に
知
ら
れ
た
く

な
い
な
ら
自
分
が
し
な
い
に
限
る
と
い
う
原
義
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
転
じ
て
「
悪

事
は
必
ず
露
見
す
る
と
い
う
」
意
味
の
成
語
で
あ
る
。
該
当
箇
所
で
は
そ
の
他

に
「
叮
囑
︵dīng zhǔ

︶」
は
、
丁
寧
に
頼
み
込
む
が
原
義
で
、
懇
ろ
に
頼
む
、

よ
く
よ
く
話
し
て
お
く
と
い
う
動
詞
、「
泄
漏
︵xiè lòu

︶」
は
、︵
秘
密
な
ど
を
︶

外
に
漏
ら
す
、
も
し
く
は
︵
人
に
教
え
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
︶
人
に
知
ら

せ
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
「
泄
漏
」
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か

に
点
に
注
意
を
要
す
る
。

　

そ
の
た
め
こ
の
箇
所
は
「
劉
公
は
す
ぐ
に
人
の
言
い
な
り
に
な
る
人
物
だ
っ

た
の
で
、
女
房
に
言
わ
れ
た
通
り
、
人
に
漏
ら
さ
な
い
よ
う
呉
々
に
張
六
嫂
へ

た
の
み
こ
ん
だ
。︵
し
か
し
︶
昔
か
ら
『
悪
事
は
必
ず
露
見
す
る
』
と
い
う
通
り
、

劉
公
は
ま
ん
ま
と
孫
家
を
だ
ま
し
た
が
」
と
い
う
意
味
と
な
ろ
う
。
こ
の
箇
所

を
小
田
は
「
①
劉
の
耳
は
も
と
も
と
綿
で
で
き
て
い
ま
す
︵
や
わ
ら
か
く
、
す

ぐ
人
の
言
う
こ
と
を
聞
く
意
︶
の
で
、
す
ぐ
に
細
君
の
言
う
な
り
に
な
り
、
急

い
で
張
六
嫂
に
ね
ん
ご
ろ
に
頼
み
、
ほ
ん
と
う
を
明
か
さ
な
い
よ
う
に
口
止
め

し
ま
し
た
。
②
昔
か
ら
、
知
ら
な
い
で
お
こ
う
と
思
え
ば
、
な
に
も
し
な
い
の

が
い
ち
ば
ん
い
い
、
と
言
い
ま
す
。
劉
は
孫
家
を
だ
ま
し
ま
し
た
が
、
③
思
い

が
け
な
く
も
次
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
し
た
」
と
し
て
い
る
。
小
田
は
傍

線
部
①
の
通
り
「
劉
公
耳
朵
原
是
棉
花
做
的
︵
劉
公
の
耳
は
元
々
綿
で
で
き
て

い
る
︶」
を
直
訳
し
た
上
に
通
釈
ま
で
附
記
す
る
な
ど
、
極
め
て
丁
寧
な
対
応
が

な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
一
方
、
成
語
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る

傍
線
部
②
「
若
要
不
知
、
除
非
莫
爲
」
は
「
知
ら
な
い
で
お
こ
う
と
思
え
ば
、

な
に
も
し
な
い
の
が
い
ち
ば
ん
い
い
」
と
逐
語
訳
に
と
ど
め
て
い
る
。
こ
れ
は

駒
田
訳
で
「
知
ら
れ
た
く
な
い
こ
と
に
は
触
れ
ぬ
が
よ
い
」
と
、
熟こ
な

れ
た
翻
訳

を
し
て
い
る
の
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
ま
た
波
線
部
③
は
訳
者
に
よ
る
︵
原
文
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に
は
な
い
︶
説
明
的
な
加
筆
で
あ
る
。
基
本
的
に
小
田
訳
は
訳
者
に
よ
る
加
筆

は
少
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
文
脈
の
理
解
の
た
め
に
や
む
を
得
ぬ
措
置
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

傍
線
部
︵
七
︶「
爲
此
兩
下
面
和
意
不
和
、
巴
不
能
劉
家
有
些
事
故
、
幸
災
樂

禍
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
複
数
の
慣
用
句
の
ほ
か
、
文
言
と
白
話
語
彙
が
混

在
し
て
お
り
、
翻
訳
者
の
学
識
の
有
無
が
試
さ
れ
る
箇
所
で
あ
る
。「
爲
此
︵w

èi 
cǐ

︶」
は
、
こ
の
た
め
に
、
そ
の
た
め
に
、
こ
こ
で
と
い
う
意
味
の
接
続
詞
で
書

面
語
、「
兩
下
︵liǎng xià

︶」
は
双
方
、
両
方
、「
面
和
意
不
和
︵m

iàn hé yì bù 
hé

︶」
で
あ
る
が
、「
面
和
」
は
顔
が
穏
や
か
で
あ
る
こ
と
を
示
す
形
容
詞
で
、「
面

和
︵
合
︶
心
不
和
」
は
、
表
情
は
穏
や
か
だ
が
、
心
穏
や
か
で
は
な
い
こ
と
を

示
す
熟
語
で
あ
る
。「
巴
不
能
︵bā bù néng

︶」
は
「
巴
不
得
」
と
同
じ
く
︵
実

現
可
能
な
こ
と
に
対
し
て
︶
切
望
す
る
、︵
強
く
︶
希
望
す
る
意
味
の
白
話
語
彙
、

「
幸
災
樂
禍
︵xìng zāi lè huò

︶」
は
、他
人
の
災
禍
を
喜
ぶ
と
い
う
成
語
で
あ
る
。

よ
っ
て
こ
の
箇
所
は
「
そ
の
た
め
両
家
は
、
表
向
き
は
穏
や
か
で
あ
る
が
心
中

は
穏
や
か
で
は
な
か
っ
た
。
劉
家
に
何
か
事
故
が
あ
れ
ば
そ
の
不
幸
を
喜
ん
で

い
た
。」
と
い
う
意
味
と
な
ろ
う
。
駒
田
訳
は
「
互
い
に
う
わ
べ
は
仲
良
く
し
て

い
た
が
心
の
中
は
そ
う
で
は
な
く
、
劉
家
に
な
に
か
事
故
が
あ
っ
た
ら
、
そ
の

わ
ざ
わ
い
を
楽
し
ん
で
や
ろ
う
と
、
手
ぐ
す
ね
を
引
い
て
い
た
と
こ
ろ
」
と
翻

訳
し
て
い
る
。
的
確
で
あ
る
が
、
傍
線
部
は
原
文
に
は
な
い
加
筆
で
あ
る
。
そ

の
一
方
こ
の
箇
所
を
小
田
は
「
そ
の
た
め
両
家
は
表う
わ
べ面
は
仲
よ
く
し
て
い
て
も
、

じ
っ
さ
い
は
反
対
で
、
劉
家
に
な
に
か
わ
る
い
こ
と
が
起
こ
っ
て
く
れ
れ
ば
い

い
が
、
と
待
ち
か
ま
え
て
い
ま
し
た
」
と
し
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
熟
れ
た
訳
文

と
す
る
た
め
に
幸
災
楽
禍
―
―
他
人
の
災
難
を
自
分
の
幸
い
と
し
、
人
の
不
幸

を
楽
し
む
態
度
を
加
筆
し
て
い
る
。

　

傍
線
部
︵
八
︶「
又
怕
劉
家
見
怪
。
事
在
兩
難
、
欲
言
又
止
」
で
あ
る
が
、「
見

怪
︵jiàn guài

︶」
は
︵
多
く
自
分
に
対
し
︶
咎
め
ら
れ
る
。
悪
く
思
う
。「
事
在

兩
難
︵shì zài liǎng nán

︶」
は
事
が
双
方
と
も
に
困
難
な
こ
と
、
板
挟
み
に
な

る
と
い
う
成
語
、
そ
し
て
「
欲
言
又
止
︵yù yán yòu zhǐ

︶」
も
、
口
に
出
そ
う

と
し
て
や
め
る
こ
と
、
口
を
開
い
て
言
お
う
と
し
た
が
口
を
閉
ざ
す
と
い
う
成

語
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
箇
所
は
「
ま
た
劉
家
か
ら
の
と
が
め
立
て
を
恐

れ
、
板
挟
み
に
な
っ
て
し
ま
い
、
言
お
う
と
し
た
が
口
を
つ
ぐ
ん
だ
」
と
い
う

意
味
と
な
ろ
う
。
定
訳
で
あ
る
駒
田
訳
は「
劉
家
で
と
が
め
を
受
け
る
だ
ろ
う
し
、

ど
う
に
も
動
き
が
と
れ
ず
、
い
い
か
け
て
は
、
や
め
た
」
と
、
原
文
に
あ
る
「
見

怪
」
を
「
と
が
め
を
受
け
る
」
と
正
確
に
翻
訳
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
、
こ
の

箇
所
を
小
田
は
「
言
え
ば
言
う
で
、
劉
家
に
わ
る
く
、
両
方
の
板
ば
さ
み
に
な
っ

て
、
言
お
う
と
し
て
は
ま
た
口
を
つ
ぐ
み
ま
し
た
」
と
し
て
お
り
、「
見
怪
」
の

正
確
さ
で
は
駒
田
訳
に
一
歩
譲
っ
て
い
る
も
の
の
、
小
田
も
複
数
の
成
語
の
翻

訳
に
は
的
確
に
対
応
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

次
に
作
品
の
後
半
部
分
を
検
討
す
る
。
こ
こ
で
は
、
裴
九
老
と
劉
秉
義
が
裁

判
に
訴
え
、
喬
太
守
が
そ
の
取
り
調
べ
を
行
う
場
面
を
紹
介
し
た
い
。

　
　

 　

裴
九
老
跪
上
去
訴
道
、「
小
人
叫
做
裴
九
、
有
個
兒
子
裴
政
、
從
幼
聘
下

劉
秉
義
的
女
兒
慧
娘
爲
妻
、
今
年
都
十
五
歲
了
。
小
人
因
是
老
年
愛
子
、

要
早
與
他
完
姻
。
幾
次
央
媒
去
說
、
要
娶
媳
婦
。
那
劉
秉
義
只
推
女
兒
年

紀
尚
小
、
勒
肯
不
許
、︵
九
︶
誰
想
他
縱
女
賣
奸
、
戀
著
孫
潤
、
暗
招
在
家
、

要
圖
賴
親
事
。
今
早
到
他
家
理
說
、
反
把
小
人
毆
辱
。
情
極
了
、
來
爺
爺

臺
下
投
生
、他
又
起
來
扭
打
。
求
爺
爺
作
主
、救
小
人
則
個
。」
喬
太
守
聽
了
、

道
、「
且
下
去
！
」
喚
劉
秉
義
上
去
問
道
、「
你
怎
麼
說
？
」
劉
公
道
、「
小
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人
有
一
子
一
女
。︵
一
〇
︶
兒
子
劉
璞
、
聘
孫
寡
婦
女
兒
珠
姨
爲
婦
、
女
兒

便
許
裴
九
的
兒
子
。
向
日
裴
九
要
娶
時
、一
來
女
兒
尚
幼
、未
曾
整
備
妝
奩
、

二
來
正
與
兒
子
完
姻
、
故
此
不
允
。︵
一
一
︶
不
想
兒
子
臨
婚
時
、
忽
地
患

起
病
來
、
不
敢
教
與
媳
婦
同
房
、
令
女
兒
陪
伴
嫂
子
。
那
知
孫
寡
婦
欺
心
、

藏
過
女
兒
、卻
將
兒
子
孫
潤
假
妝
過
來
、到
強
奸
了
小
人
女
兒
。
正
要
告
官
、

這
裴
九
知
得
了
、
登
門
打
罵
。
小
人
氣
忿
不
過
、
與
他
爭
嚷
、
實
不
是
圖

賴
他
的
婚
姻
。」

　
　
　
︵
裴
九
老
が
、
ひ
ざ
ま
ず
い
た
ま
ま
進
み
出
て
訴
え
た
。

　
　

 　
「
わ
た
く
し
は
裴
九
と
申
し
ま
す
。
裴
政
と
い
う
息
子
が
お
り
ま
し
て
、

幼
い
と
き
か
ら
あ
の
劉
秉へ
い

義ぎ

の
娘
の
慧
娘
を
妻
に
す
る
約
束
を
し
て
お
り

ま
し
て
、
今
年
二
人
と
も
十
五
歳
に
な
り
ま
す
。
わ
た
く
し
は
年
を
と
り

ま
し
て
息
子
が
可
愛
く
、
早
く
結
婚
を
さ
せ
て
や
り
た
い
と
思
い
ま
し
て
、

な
ん
ど
も
仲
人
を
た
て
て
嫁
に
も
ら
い
た
い
と
申
し
い
れ
た
の
で
す
が
、

あ
の
劉
秉
義
は
娘
が
ま
だ
年
が
若
い
か
ら
と
い
っ
て
こ
と
わ
る
ば
か
り
で
、

ど
う
し
て
も
承
知
い
た
し
ま
せ
ん
。︵
九
︶
と
こ
ろ
が
な
ん
と
、
彼
は
娘
に

ふ
し
だ
ら
な
ま
ね
を
さ
せ
、
孫
潤
と
い
う
者
に
惚
れ
さ
せ
、
ひ
そ
か
に
家

へ
引
き
い
れ
て
、
縁
談
を
ご
ま
か
そ
う
と
た
く
ら
み
ま
し
た
の
で
、
今
朝
、

彼
の
家
へ
話
を
つ
け
に
い
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
あ
べ
こ
べ
に
わ
た
く
し
を

な
ぐ
っ
て
恥
ず
か
し
め
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
わ
た
く
し
が
我
慢
が
で
き

な
く
な
っ
て
、
太
守
さ
ま
の
と
こ
ろ
へ
訴
え
に
ま
い
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

彼
は
ま
た
追
い
か
け
て
き
て
、
つ
か
ま
え
て
な
ぐ
り
か
か
っ
た
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
太
守
さ
ま
、
お
裁
き
を
な
さ
っ
て
わ
た
し
を
お
助
け
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
」

　
　
　

喬
太
守
は
そ
れ
を
き
く
と
、

　
　
　
「
し
ば
ら
く
さ
が
っ
て
お
れ
」

　
　
　

と
い
い
、
こ
ん
ど
は
劉
秉
義
を
呼
び
よ
せ
て
た
ず
ね
た
。

　
　
　
「
お
ま
え
に
は
、
ど
う
い
う
い
い
ぶ
ん
が
あ
る
の
か
」

　
　

 　
「
わ
た
く
し
に
は
息
子
と
娘
が
一
人
ず
つ
ご
ざ
い
ま
し
て
、︵
一
〇
︶
息

子
の
劉
璞
は
孫
寡
婦
の
娘
の
珠
姨
を
嫁
に
も
ら
い
、
娘
は
裴
九
の
息
子
の

と
こ
ろ
へ
や
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
先
日
、
裴
九
が
嫁
取
り
を

し
た
い
と
い
っ
て
き
ま
し
た
と
き
に
は
、
一
つ
に
は
娘
が
ま
だ
年
が
若
く

て
、
嫁
入
り
道
具
も
と
と
の
っ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
ま
た
一
つ
に

は
ち
ょ
う
ど
息
子
の
婚
礼
を
す
る
と
き
で
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
れ
で

こ
と
わ
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。︵
一
一
︶
と
こ
ろ
が
婚
礼
の
と
き
に
、
息

子
が
急
に
病
気
に
か
か
り
ま
し
て
、
嫁
と
い
っ
し
ょ
に
寝
さ
せ
る
わ
け
に

は
い
か
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
娘
に
兄
嫁
の
相
手
を
さ
せ
た
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
な
ん
と
、
孫
寡
婦
は
ひ
ど
い
女
で
、
娘
を
か
く
し
て

お
い
て
、
息
子
の
孫
潤
を
花
嫁
に
仕
立
て
て
よ
こ
し
て
ま
い
り
ま
し
て
、

わ
た
く
し
の
娘
を
強
姦
し
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
お
上
へ
訴
え

よ
う
と
し
て
お
り
ま
し
た
と
き
、
こ
の
裴
九
が
そ
れ
を
知
っ
て
、
わ
た
し

の
家
に
き
て
な
ぐ
っ
た
り
罵
っ
た
り
し
ま
し
た
の
で
、
わ
た
く
し
は
腹
が

立
っ
て
な
り
ま
せ
ず
、
彼
と
喧
嘩
を
し
た
と
い
う
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

決
し
て
縁
談
を
ご
ま
か
そ
う
と
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」︻
四
五
︼

こ
の
箇
所
を
、
小
田
は
以
下
の
よ
う
に
翻
訳
し
て
い
る
。

　
　

 　

裴は
い

九き
ゆ
うは
ひ
ざ
ま
ず
い
た
ま
ま
に
じ
り
出
て
、
訴
え
ま
し
た
。

　
　

 　
「
わ
た
く
し
と
裴
九
と
申
し
ま
す
。
裴
政
と
い
う
伜
が
お
り
ま
し
て
、
幼
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い
折
か
ら
あ
の
劉
秉へ
い

義ぎ

の
娘
さ
ん
の
慧
娘
を
妻
に
す
る
約
束
を
い
た
し
て

お
り
ま
し
た
。
今
年
ふ
た
り
と
も
十
五
で
あ
り
ま
す
。
わ
た
く
し
こ
と
年

も
と
り
、
子
供
が
可
愛
い
も
の
で
す
か
ら
、
早
く
結
婚
を
さ
せ
た
い
と
思

い
、
な
ん
べ
ん
も
仲
人
を
や
っ
て
、
婚
礼
の
こ
と
を
申
し
入
れ
た
の
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
あ
の
劉
秉
義
が
娘
は
年
が
い
か
な
い
か
ら
と
言
っ
て
、
い
っ

か
な
承
諾
し
て
く
れ
ま
せ
ん
。︵
九
︶
と
こ
ろ
が
あ
れ
は
、
娘
に
だ
ら
し
な

い
ま
ね
を
さ
せ
、
孫
潤
と
い
い
仲
に
さ
せ
、
こ
っ
そ
り
家
へ
呼
ん
で
、
わ

た
く
し
の
結
納
金
を
ご
ま
か
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
今
朝
あ
れ
の
家

へ
行
っ
て
話
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
か
え
っ
て
わ
た
く
し
を
な
ぐ
り
つ
け
る

始
末
で
す
。
あ
ま
り
の
こ
と
に
判
官
さ
ま
の
と
こ
ろ
へ
訴
え
に
ま
い
り
ま

す
と
、
あ
れ
が
ま
た
追
っ
か
け
て
来
ま
し
て
、
な
ぐ
り
つ
け
た
の
で
ご
ざ

い
ま
す
。
ど
う
か
判
官
さ
ま
、
お
裁
き
く
だ
さ
っ
て
、
わ
た
く
し
を
お
助

け
く
だ
さ
い
ま
せ
」

　
　
　

喬
太
守
は
聞
く
と
、
言
い
ま
し
た
。

　
　
　
「
ひ
と
ま
ず
控
え
て
お
れ
」

　
　

 　

そ
れ
か
ら
劉
秉
義
を
呼
ん
で
、

　
　
　
「
お
ま
え
は
な
ん
と
申
し
立
て
る
か
」

　
　
　

と
た
ず
ね
ま
し
た
。

　
　
　

劉
が
言
い
ま
し
た
。

　
　

 　
「
わ
た
く
し
方ほ
う

に
は
伜
が
ひ
と
り
と
娘
が
ひ
と
り
お
り
ま
す
。︵
一
〇
︶

伜
の
劉
璞
は
、
孫
寡ご
け
さ
ん婦
の
娘
さ
ん
の
珠し
ゆ
い姨
と
婚
約
を
し
て
い
、
娘
は
裴
九

の
息
子
と
許
い
い
な
ず
け嫁に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
な
い
だ
裴
九
が
結
婚
を
申
し
込

ん
だ
と
き
、
ひ
と
つ
に
は
娘
が
年
が
い
っ
て
い
ず
、
嫁
入
り
道
具
も
と
と

の
っ
て
い
ず
、
ふ
た
つ
に
は
ち
ょ
う
ど
伜
が
結
婚
式
を
あ
げ
る
と
き
で
し

た
の
で
、
承
諾
し
ま
せ
ん
で
し
た
。︵
一
一
︶
と
こ
ろ
が
、
伜
が
式
を
あ
げ

る
少
し
前
に
急
に
病
気
に
な
り
ま
し
た
。
嫁
と
同
室
さ
せ
る
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
の
で
、
娘
に
嫁
の
相
手
を
さ
せ
ま
し
た
。
思
い
も
か
け
な
か
っ

た
こ
と
で
す
が
、
孫
寡ご
け
さ
ん婦
は
人
を
だ
ま
し
、
娘
を
か
く
し
て
、
息
子
の
孫

潤
を
嫁
に
化
け
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
む
り
に
わ
た
く
し
の
娘

を
犯
し
て
し
ま
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　

 　

ち
ょ
う
ど
告
訴
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
と
き
に
、
裴
九
が
知
り
ま
し

て
、わ
た
く
し
方か
た
へ
来
て
罵
り
ま
す
の
で
、わ
た
く
し
は
気
が
立
っ
て
来
て
、

彼
と
い
さ
か
い
を
は
じ
め
た
の
で
す
。
そ
う
い
う
わ
け
で
、
婚
姻
の
こ
と

で
彼
を
ご
ま
か
そ
う
な
ど
と
い
う
気
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
」︻
四
六
︼

　

連
発
す
る
通
俗
的
な
口
調　

傍
線
部
︵
九
︶「
誰
想
他
縱
女
賣
奸
、
戀
著
孫

潤
、
暗
招
在
家
、
要
圖
賴
親
事
。
今
早
到
他
家
理
說
、
反
把
小
人
毆
辱
。
情
極

了
、
來
爺
爺
臺
下
投
生
、
他
又
起
來
扭
打
。
求
爺
爺
作
主
、
救
小
人
則
個
」
は
、

裴
九
老
の
発
言
箇
所
で
あ
り
、
口
語
表
現
が
ダ
イ
レ
ク
ト
で
表
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
︵
名
裁
判
官
で
あ
る
︶
喬
太
守
の
言
動
と
の
対
比
と
し
て
雅
俗
的
な
差
別

化
を
図
っ
た
た
め
か
、
取
り
分
け
通
俗
的
な
言
葉
遣
い
が
連
続
的
に
使
用
さ
れ

て
い
る
。

　

例
え
ば「
誰
想︵shuí xiǎng

︶」は
、「
誰
想
到︵shuí xiǎng dào

︶」「
誰
料
想︵shuí 

liào xiǎng

︶」
と
同
じ
で
、
思
い
が
け
ず
、
意
外
に
も
、
と
い
う
連
語
で
あ
る
た

め
、
そ
れ
を
知
ら
ず
に
直
訳
す
る
と
理
解
が
難
し
く
な
る
。「
賣
奸
︵m

ài jiān

︶」

は
、
書
面
語
「
賣
淫
︵m

ài yín

︶」
の
白
話
語
彙
。「
圖
賴
︵tú lài

︶」
は
否
認
す

る
、
し
ら
ば
く
れ
る
、
言
い
逃
れ
る
と
い
う
動
詞
、「
今
早
︵jīn zǎo

︶」
も
白
話

語
彙
で
「
今
蚤
︵jīn zǎo

︶」
と
同
じ
く
今
朝
や
今
日
の
意
味
で
あ
る
。
次
の
「
理
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說
︵lǐ shuō

︶」
も
申
し
開
き
す
る
、
弁
解
す
る
と
い
う
動
詞
の
白
話
語
彙
で
あ

り
、「
毆
辱
︵ōu rǔ

︶」
も
、
殴
り
辱
め
る
と
い
う
白
話
語
彙
で
あ
る
。
次
の
「
情

極
︵qíng jí
︶」
も
白
話
語
彙
で
あ
り
、
切
羽
詰
ま
る
、
い
ら
だ
つ
。
困
り
切
る

で
あ
り
、
通
俗
的
な
表
現
が
続
い
て
い
る
。
そ
し
て
「
來
爺
爺
臺
下
投
生
︵tái 

xià tóu shēng

︶」
は
、こ
の
よ
う
な
賤
し
い
身
分
の
者
が
話
す
敬
語
表
現
で
あ
り
、

更
に
難
解
で
あ
る
。「
臺
」
を
他
人
に
敬
意
を
示
す
た
め
の
接
辞
と
解
釈
す
れ
ば

「
太
守
様
の
御
許
に
」
と
い
う
意
味
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
「
臺
下3

」
と
し
て

「
舞
台
の
下
」
の
意
味
が
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
お
白
洲
の
場
︵
法
廷
の
場
︶
を

示
す
の
か
も
知
れ
な
い
。「
投
生
」
は
「
投
奔
生
路
︵tóu bèn shēng lù

︶」
な
ど

の
よ
う
に
、︵
他
人
に
︶
頼
っ
て
ゆ
く
、
身
を
寄
せ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ま

た
「
扭
打
︵niǔ dǎ

︶」
は
、
つ
か
み
合
っ
て
殴
り
合
い
を
す
る
と
い
う
意
味
の

動
詞
、
そ
し
て
「
則
個
︵zé gè

︶」
は
、
文
末
に
置
い
て
命
令
・
願
望
・
希
求
な

ど
の
語
気
を
強
め
る
助
詞
で
あ
り
、こ
れ
も
白
話
語
彙
で
あ
る
。
次
の「
作
主︵zuò 

zhǔ

︶」
は
、
自
分
の
考
え
で
行
う
や
、
采
配
を
振
る
う
と
い
う
意
味
が
一
般
的

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
公
正
な
処
断
を
下
す
と
い
う
白
話
語
彙
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
た
め
、
こ
の
箇
所
は
「
こ
と
も
あ
ろ
う
に
彼
は
、
娘
に
ふ
し
だ
ら
な
こ

と
を
さ
せ
、
孫
潤
に
惚
れ
さ
せ
る
と
、
ひ
そ
か
に
家
に
招
か
せ
、
結
婚
を
反ほ

ご古

に
し
て
し
ま
お
う
と
企
て
ま
し
た
。
今
日
、彼
の
家
を
訪
れ
て
弁
解
し
ま
し
た
が
、

こ
や
つ
は
逆
に
私
を
殴
っ
て
私
に
屈
辱
を
与
え
ま
し
た
。
私
は
堪
忍
袋
の
緒
が

切
れ
て
、
太
守
さ
ま
の
も
と
へ
縋す
が

ろ
う
と
し
ま
し
た
が
、
彼
が
再
び
現
れ
て
掴

み
合
い
の
喧
嘩
に
な
り
ま
し
た
。
太
守
さ
ま
、
ど
う
か
公
正
な
お
裁
き
を
お
願

い
し
ま
す
。
ど
う
か
私
め
を
救
っ
て
く
だ
さ
い
ま
せ
」
と
い
う
意
味
と
な
る
が
、

工
具
書
で
も
拾
わ
れ
て
い
な
い
表
現
が
あ
る
ほ
か
、
法
廷
の
場
で
の
み
使
わ
れ

る
特
殊
な
表
現
を
理
解
し
て
い
な
い
と
、
文
意
の
把
握
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、

小
田
も
相
当
苦
戦
し
て
い
る
。

　

こ
の
箇
所
を
小
田
は
「
①
と
こ
ろ
が
あ
れ
は
、
娘
に
②
だ
ら
し
な
い
ま
ね
を

さ
せ
、
孫
潤
と
い
い
仲
に
さ
せ
、
こ
っ
そ
り
家
へ
呼
ん
で
、
わ
た
く
し
の
③
結

納
金
を
ご
ま
か
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
今
朝
あ
れ
の
家
へ
行
っ
て
話
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
か
え
っ
て
わ
た
く
し
を
な
ぐ
り
つ
け
る
始
末
で
す
。
あ
ま
り
の

こ
と
に
④
判
官
さ
ま
の
と
こ
ろ
へ
訴
え
に
ま
い
り
ま
す
と
、
あ
れ
が
ま
た
追
っ

か
け
て
来
ま
し
て
、
⑤
な
ぐ
り
つ
け
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
か
判
官
さ
ま
、

お
裁
き
く
だ
さ
っ
て
、
わ
た
く
し
を
お
助
け
く
だ
さ
い
ま
せ
」
と
翻
訳
し
て
い

る
が
、
傍
線
部
①
の
「
誰
想
」、
②
「
縱
女
賣
奸
」
の
「
縱
」
に
つ
い
て
は
、
曖

昧
な
表
現
を
用
い
て
切
り
抜
け
て
い
る
と
い
う
印
象
を
拭
え
な
い
。
ま
た
傍
線

部
⑤
「
扭
打
」
の
原
義
は
「
取
っ
組
み
合
う
＋
殴
る
」
で
あ
る
が
、
正
確
に
内

容
を
把
握
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
傍
線
部
③
「
要
圖
賴
親
事
」
の
「
親

事
︵qīn shì

︶」
は
、
婚
姻
や
結
婚
、
も
し
く
は
縁
談
話
で
あ
り
、
小
田
の
「
結

納
金
を
ご
ま
か
そ
う
」
は
誤
り
で
あ
る
。
た
だ
④
「
臺
下
投
生
」
に
つ
い
て
は
、

的
確
に
翻
訳
し
て
い
る
な
ど
、
夫
々
の
箇
所
で
の
正
確
性
に
バ
ラ
ツ
キ
が
見
ら

れ
、
小
田
の
悪
戦
苦
闘
の
後
が
、
あ
り
あ
り
と
う
か
が
え
る
。

　

そ
の
一
方
、『
水
滸
傳
』
を
は
じ
め
と
し
た
豊
富
な
翻
訳
経
験
の
あ
る
駒
田
信

二
は
、
や
は
り
小
田
と
は
別
格
に
近
い
巧
み
な
翻
訳
を
し
て
い
る
。

　

彼
は
「
①
と
こ
ろ
が
な
ん
と
、
彼
は
娘
に
②
ふ
し
だ
ら
な
ま
ね
を
さ
せ
、
孫

潤
と
い
う
者
に
惚
れ
さ
せ
、
ひ
そ
か
に
家
へ
引
き
い
れ
て
、
③
縁
談
を
ご
ま
か

そ
う
と
た
く
ら
み
ま
し
た
の
で
、
今
朝
、
彼
の
家
へ
話
を
つ
け
に
い
き
ま
し
た

と
こ
ろ
、
あ
べ
こ
べ
に
わ
た
く
し
を
な
ぐ
っ
て
辱
め
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
わ

た
く
し
が
我
慢
が
で
き
な
く
な
っ
て
、
④
太
守
さ
ま
の
と
こ
ろ
へ
訴
え
に
ま
い

り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
彼
は
ま
た
追
い
か
け
て
き
て
、
⑤
つ
か
ま
え
て
な
ぐ
り
か

か
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
太
守
さ
ま
、
お
裁
き
を
な
さ
っ
て
わ
た
し
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を
お
助
け
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
翻
訳
し
て
い
る
。
傍

線
部
②
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
小
田
訳
の
「
だ
ら
し
な
い
」
は
、
一
般
の
秩
序

か
ら
外
れ
た
乱
れ
た
状
態
を
意
味
す
る
が
、
駒
田
訳
の
「
ふ
し
だ
ら
」
は
、
小

田
訳
の
「
だ
ら
し
な
い
」
に
類
似
し
、
規
律
の
な
い
だ
ら
け
た

3

3

3

3

様
態
を
し
め
す

が
、
特
に
、
男
女
関
係
に
つ
い
て
節
操
の
な
い
様
子
な
ど
を
意
味
す
る
表
現
で

あ
り
、
小
田
の
解
釈
よ
り
も
よ
り
原
義
に
近
く
、
そ
の
他
の
箇
所
を
含
め
て
も
、

駒
田
訳
は
小
田
訳
で
問
題
が
残
る
箇
所
を
、
悉
く
正
確
に
翻
訳
し
て
い
る
。
ち

な
み
に
こ
の
箇
所
は
、
他
の
大
学
研
究
者
も
相
当
難
儀
し
て
い
る
。
例
え
ば
『
儒

林
外
史
』
の
翻
訳
経
験
が
あ
る
中
国
文
学
研
究
者
・
岡
本
隆
三
︻
四
七
︼
の
訳
で
も

「
わ
た
く
し
が
③
前
に
贈
り
ま
し
た
結
納
金
を
ご
ま
か
そ
う
と
い
た
し
ま
し
た
の

で
」︻
四
八
︼
と
あ
る
よ
う
に
、
小
田
と
同
じ
解
釈
を
し
て
い
る
。

　

見
慣
れ
た
表
記
に
潜
む
特
殊
な
解
釈　

傍
線
部
︵
一
〇
︶
傍
線
部
︵
一
一
︶
は
、

白
話
小
説
で
見
慣
れ
た
表
記
の
中
に
隠
れ
て
い
る
特
殊
な
解
釈
を
、
的
確
に
見

出
す
か
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
傍
線
部
︵
一
〇
︶「
兒
子
劉
璞
、
聘
孫
寡
婦
女
兒
珠
姨
爲
婦
、
女
兒
便

許
裴
九
的
兒
子
」
で
あ
る
が
、「
聘
︵pìn

︶
~
爲
婦
︵w

èi fù

︶」
は
、
~
を
嫁
と

し
て
も
ら
う
で
あ
る
が
、
後
半
の
句
に
登
場
す
る
「
許
︵xǔ

︶」
は
注
意
を
要
す

る
。「
許
」
は
動
詞
や
副
詞
、
名
詞
や
接
続
詞
な
ど
十
数
種
類
の
解
釈
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
︵
女
性
の
側
が
︶
婚
約
す
る
、
嫁
ぎ
先
が
決
め
る
と
い
う
解
釈
が
適

合
す
る
。
そ
の
た
め
こ
の
箇
所
は
「
息
子
で
あ
る
劉
璞
は
、
孫
寡
婦
の
娘
で
あ

る
珠
姨
を
嫁
と
し
て
も
ら
い
、
娘
は
許
裴
九
の
息
子
に
嫁
ぎ
先
が
決
ま
っ
て
い

た
︵
婚
約
し
て
い
た
︶」
と
い
う
意
味
と
な
ろ
う
。
こ
の
箇
所
を
小
田
は
「
伜
の

劉
璞
は
、
孫
寡
婦
の
娘
さ
ん
の
珠
姨
と
婚
約
を
し
て
お
り
、
娘
は
裴
九
の
息
子

と
許
嫁
︵
い
い
な
ず
け
︶
に
な
っ
て
お
り
ま
す
」
と
訳
し
て
い
る
。
こ
こ
で
小

田
は
「
女
兒
便
許
裴
九
的
兒
子
」
の
箇
所
を
許
嫁
と
訳
し
て
い
る
。

　

こ
の
許
嫁
は
「
双
方
の
親
同
士
で
、
幼
い
う
ち
か
ら
子
ど
も
の
結
婚
を
約
束

し
て
お
く
こ
と
」︻
四
九
︼
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
日
本
の
慣
習
で
あ
り
、
そ
れ
を
直
接

明
代
の
中
国
に
当
て
は
め
る
の
は
や
や
不
適
当
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
原
文
に
あ

る「
女
兒
便
許3

裴
九
的
兒
子
」か
ら
日
本
の「
許
嫁
」を
連
想
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、

少
な
く
と
も
小
田
訳
で
は
、「
爲
婦
」「
許
」
に
関
す
る
婚
礼
用
語
を
、
充
分
把

握
し
切
れ
て
い
な
い
点
が
散
見
さ
れ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
傍
線
部
︵
一
一
︶「
不
想
兒
子
臨
婚
時
、
忽
地
患
起
病
來
、
不
敢
教
與

媳
婦
同
房
、
令
女
兒
陪
伴
嫂
子
。
那
知
孫
寡
婦
欺
心
、
藏
過
女
兒
、
卻
將
兒
子

孫
潤
假
妝
過
來
、
到
強
奸
了
小
人
女
兒
」
で
あ
る
が
、「
不
想
︵bù xiǎng

︶」
は
、

思
い
が
け
ず
と
い
う
副
詞
で
あ
り
、「
想
不
到
︵xiǎng bú dào

︶」
と
同
義
と
考

え
ら
れ
「
図
ら
ず
も
、
予
想
で
き
ず
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
臨
︵lín

︶」
は
、

~
の
際
に
、
~
し
よ
う
と
し
て
と
い
う
意
味
で
、
動
詞
の
前
に
置
い
て
ま
も
な

く
す
る
こ
と
を
示
す
介
詞
で
あ
る
。
ま
た
「
臨
~
時
」「
臨
~
前
」「
臨
~
以
前
」

な
ど
と
呼
応
す
る
。
そ
の
た
め
「
臨
婚
時
」
は
、
婚
礼
の
際
の
意
味
で
あ
り
、

婚
礼
が
直
前
に
迫
っ
て
い
る
時
期
と
い
う
意
味
で
あ
る
。「
不
敢
︵bù gǎn

︶」
は
、

~
す
る
勇
気
が
な
い
。
も
し
く
は
︵
事
態
が
差
し
迫
っ
て
い
て
︶
~
で
き
な
い
。

「
忽
地
︵hū dì

︶」
は
「
忽
然
」
と
同
じ
く
突
然
に
。「
同
房
︵tóng fáng

︶」
は
、

家
族
や
夫
婦
と
い
う
名
詞
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
床
を
共
に
す
る
、
夫
婦
が

同
衾
す
る
と
い
う
動
詞
で
あ
ろ
う
。「
嫂
子
︵sǎo zi

︶」
は
、
兄
嫁
「
陪
伴
︵péi 

bàn
︶」
は
付
き
そ
う
、
お
供
す
る
と
い
う
意
味
。「
那
知
︵nǎ zhī

︶」
は
「
哪
知

道
︵nǎ zhī dào

︶」
や
「
哪
里
知
道
︵nǎ lǐ zhī dào

︶」
と
同
じ
く
、
と
こ
ろ
が

な
ん
と
、
思
い
が
け
ず
と
い
う
副
詞
で
あ
る
。
そ
し
て
「
欺
心
︵qī xīn

︶」
は
、

悪
い
考
え
を
起
こ
す
、
良
心
に
欺
く
と
い
う
動
詞
で
あ
る
が
、
前
後
の
文
脈
の
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中
で
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
の
か
難
し
い
箇
所
で
あ
る
。「
假
妝
︵jiǎ zhuāng

︶」

は
~
の
ふ
り
を
す
る
、
故
意
に
真
実
で
は
な
い
状
況
を
つ
く
り
、
真
相
を
誤
魔

化
す
こ
と
。「
強
奸
︵qiáng jiān

︶」
は
、
婦
女
を
辱
め
る
、
強
姦
す
る
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
そ
の
た
め
こ
の
箇
所
は
「
思
い
が
け
ず
息
子
は
婚
礼
の
際
に
、

突
然
病
気
を
患
っ
て
し
ま
い
、
息
子
と
嫁
は
床
を
同
じ
く
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
、
娘
に
兄
嫁
の
相
手
を
さ
せ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
何
と
孫
寡
婦
は
悪
心

を
抱
き
、
娘
を
か
く
ま
い
、
誤
魔
化
す
べ
く
息
子
の
孫
潤
を
来
さ
せ
て
、
私
め

の
娘
を
強
姦
し
た
の
で
す
」
と
い
う
意
味
と
な
ろ
う
。

　

こ
の
箇
所
を
小
田
は
「
①
と
こ
ろ
が
、
②
伜
が
式
を
あ
げ
る
少
し
前
に
急
に

病
気
に
な
り
ま
し
た
。
嫁
と
③
同
室
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
の
で
、
④

娘
に
嫁
の
相
手
を
さ
せ
ま
し
た
。
思
い
も
か
け
な
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
孫
寡

婦
︵
ご
け
さ
ん
︶
は
⑤
人
を
だ
ま
し
、
娘
を
か
く
し
て
、
息
子
の
孫
潤
を
嫁
に

化
け
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
む
り
に
わ
た
く
し
の
娘
を
犯
し
て
し
ま
っ

た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
し
て
お
り
、
傍
線
部
①
「
不
想
」
を
逆
接
で
翻
訳
し

て
い
る
が
、
原
義
に
あ
る
予
想
に
反
し
て
と
言
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
反
映
さ
れ
て

い
な
い
。
傍
線
部
②
「
臨
婚
時
」
は
的
確
で
あ
る
が
、
③
の
「
同
房
」
は
誤
訳

で
あ
る
︵
同
室
な
ら
「
同
屋
」︶、
ま
た
④
の
「
嫂
子
」
も
説
明
不
足
で
あ
る
。

⑤
「
欺
心
」
も
悪
い
心
を
抱
く
と
い
う
解
釈
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

　

一
方
の
駒
田
訳
は
「
①
と
こ
ろ
が
②
婚
礼
の
と
き
に
、
息
子
が
急
に
病
気
に

か
か
り
ま
し
て
、
嫁
と
③
い
っ
し
ょ
に
寝
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
り
ま

し
た
の
で
、
④
娘
に
兄
嫁
の
相
手
を
さ
せ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
な

ん
と
、
孫
寡
婦
は
⑤
ひ
ど
い
女
で
、
娘
を
か
く
し
て
お
い
て
、
息
子
の
孫
潤
を

花
嫁
に
仕
立
て
て
よ
こ
し
て
ま
い
り
ま
し
て
、
わ
た
く
し
の
娘
を
強
姦
し
た
の

で
ご
ざ
い
ま
す
」
と
翻
訳
し
て
い
る
。

　

こ
ち
ら
は
、
傍
線
部
①
「
不
想
」
や
②
「
臨
婚
時
」
の
「
臨
」
の
訳
語
が
的

確
さ
に
欠
け
る
も
の
の
、③
「
同
房
」
と
④
「
嫂
子
」
は
無
難
に
翻
訳
し
て
い
る
。

た
だ
⑤
「
欺
心
」
は
、
論
理
の
飛
躍
が
甚
だ
し
く
、
孫
寡
婦
は
悪
念
を
起
こ
し

た
と
い
う
原
義
が
、
訳
文
に
正
し
く
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。

　

傍
線
部
︵
一
一
︶
は
、
然
程
難
解
と
は
思
わ
れ
な
い
箇
所
で
あ
る
が
、
小
田

訳
と
駒
田
訳
は
、
何
れ
も
翻
訳
の
精
度
の
面
で
詰
め
の
甘
さ
が
見
ら
れ
た
。

三　

小
田
嶽
夫
訳
の
翻
訳
水
準

　

小
論
で
は
、
こ
れ
ま
で
『
醒
世
恆
言
』
卷
八
「
喬
太
守
亂
點
鴛
鴦
譜
」
に
お

け
る
小
田
嶽
夫
の
翻
訳
を
検
討
し
て
き
た
。

　

小
田
が
当
翻
訳
を
出
版
し
た
一
九
六
一
年
に
、
平
凡
社
は
中
国
古
典
文
学
翻

訳
叢
書
で
あ
る
中
国
古
典
文
学
全
集
︵
一
九
五
八
~
一
九
六
一
︶
と
、
中
国
古

典
文
学
大
系
︵
一
九
六
七
~
一
九
七
五
︶
が
進
行
中
で
あ
り
、
大
学
に
在
籍
す

る
研
究
者
が
、
中
国
古
典
文
学
作
品
の
翻
訳
作
業
へ
と
大
量
に
動
員
さ
れ
て
い

た
時
期
で
あ
る
。
し
か
も
翻
訳
担
当
者
の
不
足
か
ら
、
白
話
小
説
を
研
究
す
る

若
手
研
究
者
は
勿
論
の
こ
と
、
白
話
小
説
を
専
門
と
し
な
い
研
究
者
ま
で
動

員
︻
五
〇
︼
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、こ
の
よ
う
な
翻
訳
叢
書
の
計
画
で
多
忙
だ
っ

た
状
況
の
も
と
、
書
肆
︵
新
流
社
︶
は
、
召
集
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
小
田
嶽

夫
に
白
羽
の
矢
を
立
て
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

　

今
回
翻
訳
で
比
較
対
象
と
し
て
掲
げ
た
駒
田
信
二
は
、
こ
の
平
凡
社
の
翻
訳

出
版
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
る
。
彼
は
中
国
古
典
文
学
全
集
で
立
間
祥

介
︻
五
一
︼
と
と
も
に
『
今
古
竒
觀
』
の
翻
訳
責
任
者
と
な
り
、そ
の
後
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
あ
る
中
国
古
典
文
学
大
系
の
際
に
も
、千
田
九
一
︻
五
二
︼
と
と
も
に
翻
訳
責
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任
者
を
担
当
し
て
い
る
。︵
そ
の
た
め
、
小
論
で
平
凡
社
翻
訳
叢
書
の
陣
頭
指
揮

を
執
っ
た
駒
田
信
二
に
よ
る
翻
訳
と
対
照
し
た
理
由
は
、
駒
田
の
翻
訳
が
斯
界

に
お
い
て
定
訳
と
呼
ば
れ
て
い
る
点
の
ほ
か
、
平
凡
社
翻
訳
叢
書
の
参
加
者
と

非
参
加
者
の
差
異
、
そ
し
て
大
学
研
究
者
の
翻
訳
と
、
大
学
で
専
門
知
識
を
受

け
た
民
間
知
識
人
の
翻
訳
の
対
照
と
い
う
意
味
合
い
も
含
ん
で
い
る
︶

　

そ
の
上
で
、
検
討
し
た
傍
線
箇
所
の
小
田
訳
の
傾
向
を
内
容
毎
に
類
別
す
る

と
、

　
　
　
︵
一
︶
駒
田
訳
に
比
べ
て
正
確
な
箇
所
︵
一
︶

　
　
　
︵
二
︶
駒
田
訳
に
比
べ
て
同
等
の
箇
所
︵
三
︶︵
五
︶︵
七
︶︵
一
一
︶

　
　
　
︵
三
︶ 

駒
田
訳
に
比
べ
て
不
正
確
な
箇
所
︵
二
︶︵
四
︶︵
六
︶︵
八
︶︵
九
︶

︵
一
〇
︶

と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
駒
田
訳
に
比
べ
る
と
粗
が
目
立
つ
小
田
訳
で
は
あ
る
が
、

駒
田
訳
に
比
べ
て
不
正
確
な
箇
所
に
掲
げ
ら
れ
た
六
箇
所
も
、
大
き
な
差
異
が

見
ら
れ
た
の
は
、
六
箇
所
の
中
で
一
箇
所
に
止
ま
っ
て
い
た
点
は
留
意
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
斯
界
の
最
高
水
準
に
あ
る
駒
田
訳
に
は
、
流
石
に
一

歩
譲
る
も
の
の
、
従
来
の
支
那
愛
好
者
に
よ
る
趣
味
的
翻
訳
に
比
べ
る
と
、
高

い
精
度
で
の
翻
訳
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　

小
田
の
翻
訳
が
思
い
の
ほ
か
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
っ
た
原
因
は
、
ど
こ
に
あ
る

の
か
。
こ
れ
は
彼
が
東
京
外
國
語
學
校
卒
業
と
い
う
学
歴
で
あ
る
と
判
断
す
る

こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
ま
た
個
人
的
な
努
力
と
い
う
面
も
否
定
し
な
い
。
た
だ
、

本
稿
に
お
け
る
考
察
を
介
し
て
思
い
至
る
の
は
、
小
田
嶽
夫
の
経
歴
に
一
つ
の

要
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
筆
者
は
推
論
し
て
い
る
。

　

小
田
嶽
夫
は
、
東
京
外
國
語
學
校
支
那
語
學
科
を
卒
業
後
、
外
務
省
亜
細
亜

局
に
入
省
し
、
外
務
書
記
と
し
て
中
国
の
杭
州
領
事
館
に
勤
務
し
て
い
る
。
白

話
小
説
は
明
代
の
口
語
表
現
が
反
映
し
て
い
る
が
、
そ
の
口
語
は
北
京
官
話
で

は
な
く
、
中
国
語
の
中
で
も
呉
方
言
︵
呉
語
︶
に
該
当
す
る
。
そ
し
て
小
田
の

赴
任
先
で
あ
る
杭
州
も
呉
方
言
の
エ
リ
ア
に
該
当
す
る
。
そ
の
た
め
白
話
小
説

を
理
解
す
る
に
は
、
極
め
て
好
適
な
言
語
環
境
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を

裏
付
け
る
よ
う
に
「
三
言
」
所
収
篇
の
翻
訳
事
例
に
つ
い
て
も
、
同
じ
呉
語
が

通
用
す
る
上
海
の
日
本
租
界
で
は
、
星
野
蘇
山
ら
に
よ
る
桃
義
會
に
よ
っ
て
白

話
小
説
の
邦
訳
が
行
わ
れ
て
い
た
事
実
が
確
認
︻
五
三
︼
で
き
る
ほ
か
、同
じ
く
上
海

や
南
京
を
中
心
に
「
三
言
」
の
翻
訳
活
動
を
行
っ
た
井
上
紅
梅
の
事
例
︻
五
四
︼
が
あ

る
が
、
そ
の
何
れ
も
が
工
具
書
類
が
整
備
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
期
の
翻
訳
で

あ
る
。
そ
の
上
で
小
田
に
よ
る
一
連
の
翻
訳
も
一
九
六
一
年
で
あ
り
、
戦
前
よ

り
『
華
日
辞
典
』
編
纂
の
た
め
に
東
亜
同
文
書
院
で
蓄
積
さ
れ
た
白
話
語
彙
に

関
す
る
知
見
が
工
具
書
と
し
て
整
備
さ
れ
る
の
は
、
愛
知
大
学
中
日
大
辞
典
編

纂
所
編
『
中
日
大
辞
典
』︵
大
修
館
書
店
刊
︶
が
刊
行
さ
れ
る
一
九
六
八
年
ま
で

待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

呉
語
が
ふ
ん
だ
ん
に
登
場
す
る
白
話
小
説
の
理
解
に
は
、
や
は
り
呉
語
に
関

す
る
語
彙
知
識
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
知
識
は
、
中
国
の
特
定
の
地
方

に
お
け
る
方
言
に
由
来
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
方
言
地
域
で
の
四
年
間

に
わ
た
る
勤
務
経
験
が
あ
る
小
田
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、「
三
言
」
所
収
篇
の
翻

訳
史
の
中
で
も
画
期
と
言
え
る
翻
訳
を
実
現
で
き
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

本
論
で
は
、
小
田
に
よ
る
『
醒
世
恆
言
』
卷
八
に
関
す
る
翻
訳
状
況
を
、
駒

田
信
二
の
翻
訳
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
大
学
の
研
究
者
に
よ
る
翻
訳
と
、
大
学

で
専
門
的
な
知
識
を
習
得
し
た
知
識
人
に
よ
る
翻
訳
の
状
況
の
差
異
は
い
か
な
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る
も
の
か
と
い
う
関
心
で
考
察
し
た
。
た
だ
、
小
論
で
は
紙
幅
の
都
合
か
ら
幾

つ
か
の
考
察
す
べ
き
課
題
が
残
っ
て
し
ま
っ
た
。
日
本
に
お
け
る
『
醒
世
恆
言
』

卷
八
の
受
容
史
と
い
う
視
点
や
、
平
凡
社
が
企
画
し
た
翻
訳
叢
書
と
の
関
係
、

そ
し
て
彼
が
翻
訳
し
た
も
う
一
つ
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
次
の
論
考
に
譲
る
こ

と
と
し
た
い
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
本
論
の
内
容
を
要
約
す
る
と
、
次
の
通
り
と
な
ろ
う
。

Ⅰ 　

翻
訳
者
の
小
田
嶽
夫
は
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
小
説
家
で
あ
る
が
、

彼
は
東
京
外
國
語
學
校
支
那
語
學
科
卒
業
の
経
歴
を
持
ち
、
中
国
に
関
す
る

著
作
を
数
多
く
残
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
明
治
大
正
時
代
に
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
「
大
学
で
専
門
的
知
識
を
習
得
し
た
民
間
の
知
識
人
」
に
よ
る
翻
訳
事
例

と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
明
治
大
正
時
代
の
白
話
小
説
の
翻
訳
者
層
は
、
江
戸

唐
話
学
の
流
れ
を
汲
む
民
間
の
知
識
人
と
、
大
学
関
係
者
に
よ
る
翻
訳
と
い

う
翻
訳
者
層
に
二
分
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
大
学
教
育
の
普
及
に
よ
り
、

大
学
教
育
で
中
国
語
や
中
国
文
学
を
学
ん
だ
知
識
人
が
増
加
し
た
。
小
田
嶽

夫
も
そ
の
よ
う
な
新
し
い
翻
訳
者
層
︵
受
容
史
に
お
け
る
第
三
の
翻
訳
層
︶

の
典
型
で
あ
り
、
こ
の
新
し
い
翻
訳
者
層
の
力
量
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
、

小
田
に
よ
る
『
醒
世
恆
言
』
卷
八
の
翻
訳
を
検
討
し
た
。

Ⅱ 　

翻
訳
集
『
中
国
で
か
め
ろ
ん
』
は
、
新
流
社
に
よ
る
世
界
文
学
全
集
の
一

環
と
し
て
企
画
さ
れ
た
。
新
流
社
は
、
終
戦
直
後
か
ら
中
国
古
典
叢
書
を
刊

行
し
『
情
史
』
や
『
聊
齋
志
異
』
な
ど
明
清
古
典
小
説
を
中
心
に
翻
訳
を
出

版
し
て
い
る
。
し
か
し
『
中
国
で
か
め
ろ
ん
』
は
、
本
叢
書
の
性
格
上
、
大

学
附
属
や
公
立
図
書
館
に
殆
ど
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
。

Ⅲ 　

小
田
の
翻
訳
状
況
を
把
握
す
る
た
め
、
比
較
対
照
と
し
て
大
学
の
研
究
者
・

駒
田
信
二
の
翻
訳
を
比
較
対
象
と
し
て
分
析
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
小
田
の

翻
訳
水
準
は
、
駒
田
訳
の
水
準
に
比
べ
る
と
僅
か
に
及
ば
な
い
も
の
の
、
従

来
の
支
那
愛
好
者
に
よ
る
趣
味
的
翻
訳
に
比
べ
る
と
、
高
い
精
度
で
の
翻
訳

が
行
わ
れ
て
い
た
。

Ⅳ 　

小
田
訳
の
高
い
翻
訳
水
準
は
、
彼
自
身
が
東
京
外
國
語
學
校
支
那
語
學
科

卒
業
と
い
う
経
歴
が
あ
る
こ
と
。
ま
た
外
務
省
亜
細
亜
局
入
局
に
よ
り
赴
任

先
と
な
っ
た
杭
州
領
事
館
で
、
四
年
間
の
赴
任
経
験
が
あ
る
こ
と
が
関
係
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
小
田
の
赴
任
先
で
あ
る
杭
州
は
、
呉
語
の
通
用
地

域
で
あ
り
、
白
話
小
説
の
文
体
を
理
解
す
る
に
は
好
適
な
環
境
で
あ
っ
た
と

い
う
点
は
無
視
で
き
な
い
。

　

本
論
文
は
、文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金︵
基
盤
研
究
Ｃ22K

00287

︶「
中

国
通
俗
小
説
受
容
の
完
全
な
体
系
化
に
向
け
た
研
究
―
―
民
間
翻
訳
の
本
格
導

入
に
よ
る
多
面
的
解
析
」
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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注

︻
一
︼  

白
話
短
編
小
説
集
『
喩
世
明
言
』︵
原
題
「
古
今
小
説
」︶『
警
世
通
言
』『
醒
世
恆
言
』

の
、
い
わ
ゆ
る
「
三
言
」
に
対
し
て
『
小
說
精
言
』︵
寬
保
三
・
一
七
四
三
︶『
小
說
奇

言
』︵
寶
歷
三
・
一
七
五
三
︶
お
よ
び
『
小
說
粹
言
』︵
寶
歷
八
・
一
七
五
八
︶
の
三
書

を
、
俗
に
「
和
刻
三
言
」
と
呼
ぶ
。
和
刻
三
言
の
三
書
、
い
ず
れ
も
「
三
言
」
や
「
二

拍
」
な
ど
か
ら
抄
出
し
た
中
国
の
白
話
短
編
小
説
に
句
読
訓
点
や
傍
調
を
施
し
、
通
読

に
便
な
ら
し
め
た
も
の
で
、
世
に
訓
訳
本
と
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
、
こ
れ
に
対
し
て
漢
文

の
素
養
の
乏
し
い
者
の
た
め
に
、
か
な
ま
じ
り
の
読
み
く
だ
し
文
の
形
に
し
た
も
の
を

通
俗
書
と
い
う
。
尾
形
仂
「
小
説
三
言
」
解
説
『
岡
白
駒
沢
田
一
斎
施
訓　

小
説
三

言
』︵
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
七
六
︶
八
六
五
頁
参
照
。『
小
説
精
言
』
に
つ
い
て
は
、
拙

稿
「
短
篇
白
話
小
説
集
か
ら
見
た
中
国
通
俗
文
学
の
日
本
へ
の
伝
播
」︵『
ア
ジ
ア
遊

学
』
七
〇
号
、二
〇
〇
四
︶、村
上
雅
孝
「
岡
白
駒
と
訓
訳
」︵『
国
語
学
研
究
』
五
四
号
、

二
〇
一
五
︶、
宮
本
陽
佳
「『
小
説
精
言
』『
小
説
奇
言
』
が
依
拠
し
た
版
本
―
―
本
文

の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
」︵『
和
漢
語
文
研
究
』
一
六
号
、
二
〇
一
八
︶
等
を
参
照
。

︻
二
︼  

拙
稿
「
近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
「
三
言
」
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て
―
―

新
た
に
発
見
さ
れ
た
桃
義
会
︵
一
九
二
四
︶
の
翻
訳
事
例
を
中
心
と
し
て
」︵『
国
際
文

化
研
究
科
論
集
』
二
〇
号
、
二
〇
一
二
︶
参
照
。

︻
三
︼  

竹
松
良
明
「
小
田
嶽
夫
―
南
方
徴
用
作
家
研
究
・
ビ
ル
マ
編
︵
四
︶」︵『
大
阪
学
院
大

学
通
信
』
五
〇
卷
四
号
、
二
〇
一
九
︶、「
小
田
嶽
夫
︵
二
︶
―
―
南
方
徴
用
作
家
研
究
・

ビ
ル
マ
編
︵
四
︶」︵『
大
阪
学
院
大
学
通
信
』
五
〇
卷
五
号
、
二
〇
一
九
︶
参
照
。

︻
四
︼  

小
田
嶽
夫
『
郁
達
夫
伝
―
そ
の
詩
と
愛
と
日
本
』︵
中
央
公
論
社
、
一
九
七
五
︶。
永
島

廉
司
「
書
評
小
田
嶽
夫
『
郁
達
夫
伝
―
―
そ
の
詩
と
愛
と
日
本
』」︵『
中
國
文
學
報
』

二
五
号
、
一
九
七
五
︶
参
照
。

︻
五
︼  

伊
藤
虎
丸
「「
文
士
」
小
田
嶽
夫
と
中
国
」︵『
国
文
学
―
―
解
釈
と
鑑
賞
』
六
四
卷
四
号
、

一
九
九
九
九
︶。

︻
六
︼  

鹿
地
亘
は
、
昭
和
期
の
小
説
家
、
評
論
家
で
あ
る
。
本
名
は
瀬
口
貢
。
東
京
帝
国
大

学
在
学
中
か
ら
農
民
争
議
な
ど
の
運
動
を
体
験
し
、『
所
謂
社
会
主
義
文
芸
を
克
服
せ

よ
』︵
一
九
二
七
︶、『
小
市
民
性
の
跳
梁
』︵
一
九
二
八
︶
な
ど
の
評
論
を
発
表
し
た
。

一
九
三
四
年
の
検
挙
後
に
中
国
へ
脱
出
、
反
戦
同
盟
の
組
織
化
に
活
動
す
る
。
帰
国
後

の
一
九
四
六
年
に
は
米
軍
キ
ャ
ノ
ン
機
関
に
拉
致
さ
れ
、
約
一
年
間
監
禁
さ
れ
た
︵
鹿

地
事
件
︶。
戦
後
は
日
中
友
好
に
尽
力
し
た
。
短
編
集『
労
働
日
記
と
靴
』︵
一
九
三
〇
︶、

『
自
伝
的
な
文
学
史
』︵
一
九
五
九
︶、『
回
想
記
「
抗
日
戦
争
」
の
な
か
で
』︵
一
九
七
八

~
八
〇
︶
ほ
か
の
著
書
が
あ
る
。
井
上
桂
子
『
中
国
で
反
戦
平
和
活
動
を
し
た
日
本
人 

鹿
地
亘
の
思
想
と
生
涯
』︵
八
千
代
出
版
、二
〇
一
二
︶、丸
山
昇「
魯
迅
と
鹿
地
亘
」︵『
櫻

美
林
大
學
中
國
文
學
論
叢
』
二
一
、一
九
九
六
︶
参
照
。

︻
七
︼  

小
田
嶽
夫
・
鹿
地
亘
共
訳
『
大
魯
迅
全
集
・
第
七
卷
︵
書
簡
・
日
記
︶』︵
改
造
社
、

一
九
三
七
︶。

︻
八
︼  

小
田
嶽
夫
『
魯
迅
傳
』︵
筑
摩
書
房
、
一
九
四
一
︶。

︻
九
︼  

竹
内
好
『
魯
迅
』︵
日
本
評
論
社
、
一
九
四
四
︶。

︻
一
〇
︼  

余
禕
延
「
竹
内
好
に
よ
る
「
文
学
者
」
魯
迅
像
の
生
成
―
―
小
田
嶽
夫
の
「
愛
国

者
」
魯
迅
像
へ
の
懐
疑
」︵『
立
命
館
文
學
』
六
五
五
号
、
二
〇
一
八
︶、
松
本
和
也

「
小
田
嶽
夫
『
魯
迅
伝
』
の
形
成
と
変
容
︵
一
九
四
〇
~
一
九
六
六
︶」︵『
立
教
大
学

日
本
文
学
』
一
〇
六
号
、
二
〇
一
一
︶、
松
本
和
也
「
昭
和
一
〇
年
代
に
お
け
る
魯

迅
受
容
一
面
―
―
佐
藤
春
夫
・
中
野
重
治
・
小
田
嶽
夫
」︵『
立
教
大
学
日
本
文
学
』

一
〇
四
号
、
二
〇
一
〇
︶、
李
平
「
小
田
嶽
夫
の
魯
迅
観
―
―
『
魯
迅
伝
』
を
中
心

と
し
て
」『
二
松
』
一
四
号
、
二
〇
〇
〇
︶
等
参
照
。

︻
一
一
︼  

茅
盾
『
小
説
大
過
渡
期
』︵
第
一
書
房
、
一
九
三
六
︶。
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て
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︻
一
二
︼  

蕭
軍
『
第
三
代
』︵
改
造
社
、一
九
三
八
︶、蕭
軍
︵
武
田
泰
淳
共
譯
︶『
愛
す
れ
ば
こ
そ
』

︵
東
成
社
、
一
九
四
〇
︶。

︻
一
三
︼  
郁
達
夫
『
過
去
―
―
外
六
篇
』︵
春
陽
堂
、
一
九
三
二
︶、
蕭
軍
・
郁
達
夫
・
茅
盾
『
同

行
者　

支
那
現
代
小
説
三
人
傑
作
集
』︵
竹
村
書
房
、
一
九
三
八
︶。

︻
一
四
︼  

林
語
堂
『
北
京
好
日
』︵
四
季
書
房
、
一
九
四
〇
︶。

︻
一
五
︼  

魯
迅
︵
田
中
清
一
郎
共
譯
︶『
魯
迅
選
集　

阿
Ｑ
正
伝
・
狂
人
日
記 

他
一
四
篇
』︵
青

木
書
店
、
一
九
六
三
︶。

︻
一
六
︼  『
少
年
少
女
世
界
文
学
全
集
四
三
・
東
洋
編 

第
三
卷
︶
三
国
志
・
水
滸
伝
・
聊
斎
志

異
ほ
か
一
編
』︵
講
談
社
、
一
九
五
九
︶
参
照
。

︻
一
七
︼  『
覺
世
名
言
十
二
樓
』
は
、
明
末
清
初
の
文
人
・
李
漁
に
よ
る
短
編
小
説
集
。
清
代

順
治
年
間
の
一
六
五
八
年
に
成
立
。
本
書
は
明
代
短
篇
白
話
小
説
集
「
三
言
」
や
凌

濛
初
編
著
の『
初
刻
拍
案
驚
奇
』『
二
刻
拍
案
驚
奇
』の
流
行
を
受
け
て
編
纂
さ
れ
、「
合

影
樓
」「
奪
錦
樓
」「
三
與
樓
」「
夏
宜
樓
」「
歸
正
樓
」「
萃すい
雅が
樓
」「
拂
雲
樓
」「
十
じ
つ
き
ん卺
樓
」

「
鶴かく
き歸
樓
」「
奉
先
樓
」「
先
我
樓
」「
聞
過
樓
」
の
合
計
一
二
篇
三
八
回
で
構
成
さ
れ

る
と
こ
ろ
か
ら
『
十
二
樓
』
と
い
う
書
名
で
も
通
用
し
て
い
る
。
翻
訳
と
し
て
は
辛

島
驍
『︵
全
譯
中
國
文
学
大
系
二
三
︶
十
二
樓
』︵
東
洋
文
化
協
會
、
一
九
五
八
︶
が

あ
る
ほ
か
、
坪
田
良
江
「『
十
二
楼
』
世
界
の
設
計
―
―
「
夏
宜
楼
」
と
「
払
雲
楼
」

の
対
比
を
端
緒
と
し
て
」『
饕
餮
』
一
五
号
、二
〇
〇
七
︶、川
上
陽
介
「『
小
説
字
彙
』

「
援
引
書
目
」
に
見
え
る
中
国
白
話
文
学
作
品
に
つ
い
て
―
―
『
覚
世
名
言
』『
春
燈

閙
』『
燈
月
縁
』
ほ
か
」︵『
江
戸
文
学
』
三
八
号
、
二
〇
〇
八
︶、
蕭
涵
珍
「
笠
亭
仙

果
の
『
七
つ
組
入
子
枕
』
に
み
る
李
漁
の
『
十
二
樓
』
―
―
「
合
影
樓
」
を
中
心
と

し
て
」︵『
東
方
學
』
一
二
三
輯
、
二
〇
一
二
︶
な
ど
の
先
行
研
究
が
あ
る
。

︻
一
八
︼  

前
野
直
彬
の
作
品
解
題
に
は
「『
柳
河
東
集
』
外
集
二
所
収
。
現
在
、
東
京
の
静
嘉

堂
文
庫
に
南
宋
板
『
柳
河
集
』
の
本
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
外
集
第
二
卷
が
そ
の
中

に
含
ま
れ
て
い
る
。
通
行
本
の
『
柳
河
東
集
』
と
は
、
字
句
に
か
な
り
の
相
違
が
あ

る
の
で
、
両
者
を
対
校
し
た
も
の
を
翻
訳
の
底
本
と
し
た
。
こ
の
物
語
は
内
容
が
内

容
だ
け
に
、後
世
、興
味
本
位
に
改
作
し
た
も
の
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。」と
あ
る
。「
作

品
解
題　

河
間
の
物
語
︵
河
間
伝
︶　

柳
宗
元
」『
唐
代
伝
奇
集
︵
二
︶』︵
平
凡
社
東

洋
文
庫
、
一
九
六
四
︶
二
七
一
頁
参
照
。
前
野
直
彬
の
翻
訳
は
「
河
間
の
物
語
︵
河

間
伝
︶」『
唐
代
伝
奇
集
︵
一
︶』︵
平
凡
社
東
洋
文
庫
、
一
九
六
三
︶
七
七
~
八
三
頁

参
照
。

︻
一
九
︼  「
本
書
中
の
「
色
の
手
ほ
ど
き
」
は
村
松
暎
氏
の
、
ま
た
「
ふ
し
ぎ
な
腫
れ
も
の
」

及
び
「
貞
婦
豹
変
」
は
藤
田
祐
賢
氏
の
訳
に
成
る
も
の
で
、
私
の
関
与
し
た
部
分
は

極
め
て
僅
少
な
も
の
で
あ
る
。」
小
田
嶽
夫
「
解
説
」『
中
国
で
か
め
ろ
ん
』
三
八
七

頁
参
照
。

︻
二
〇
︼  『
覚
後
禅
』
は
、
中
国
清
代
の
小
説
で
好
色
文
学
の
ひ
と
つ
。
別
名
『
肉
蒲
團
』。
全

六
卷
二
〇
回
。
李
漁
の
作
と
推
測
さ
れ
る
。
主
人
公
の
青
年
、
未
央
生
が
色
道
遍
歴

の
末
、
仏
門
に
帰
依
す
る
と
い
う
物
語
で
あ
り
、
そ
の
性
描
写
で
知
ら
れ
る
。
詳
細

は
村
上
知
行『
肉
蒲
団
―
―
中
国
奇
書
』︵
日
本
文
芸
社
、一
九
六
三
︶、駒
田
信
二「
肉

蒲
団
」︵『
國
文
學　

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
一
四
卷
一
〇
号
、
一
九
六
九
︶、
駒
田

信
二
『
好
色
の
戒
め
―
―
「
肉
蒲
団
」
の
話
』︵
文
芸
春
秋
、一
九
六
九
︶、戚
秀
梅
「
世

俗
小
説
『
金
瓶
梅
』
と
艶
情
小
説
『
肉
蒲
団
』
等
と
の
比
較
分
析
」︵『
久
留
米
大
学

大
学
院
比
較
文
化
研
究
論
集
』
九
号
、二
〇
〇
一
︶、三
宅
宏
幸
「『
近
世
説
美
少
年
録
』

『
新
局
玉
石
童
子
訓
』
と
『
肉
蒲
団
』」︵『
近
世
文
藝
』
九
七
卷
、二
〇
一
三
︶
等
参
照
。

︻
二
一
︼  「
ふ
し
ぎ
な
腫
れ
も
の
」︵
原
題
「
十
香
楼
」︶
は
、李
漁
の
短
篇
白
話
小
説
集
『
十
二

楼
』
に
所
収
。
李
漁
は
明
末
清
初
の
文
人
。
字
は
笠
翁
。
湖
上
笠
翁
、
覚
世
稗
官
な

ど
の
号
が
あ
る
。
浙
江
省
蘭
谿
の
出
身
。
青
年
期
に
明
末
の
乱
に
あ
っ
て
官
途
に
望

み
を
断
ち
、
以
後
各
地
を
遊
歴
し
て
、
時
の
名
士
た
ち
と
交
わ
り
、
晩
年
は
杭
州
西
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湖
の
ほ
と
り
に
住
ん
で
死
ん
だ
。
若
い
こ
ろ
か
ら
非
常
な
才
子
で
、
詩
文
は
も
と
よ

り
、
戯
曲
・
小
説
に
も
手
を
染
め
、
こ
と
に
劇
作
家
と
し
て
一
世
を
風
靡
し
た
。
戯

曲
は
『
笠
翁
十
種
曲
』
が
、
小
説
に
は
『
無
声
戯
』『
覚
世
名
言
十
二
楼
』。
ま
た
随

筆
集
に
は
『
閒
情
偶
奇
』
が
あ
り
劇
作
法
か
ら
演
出
論
に
い
た
る
ま
で
、
演
劇
に
関

す
る
事
項
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
彼
の
戯
曲
・
小
説
は
一
八
世
紀
初
頭
に
日
本
に
伝

え
ら
れ
、
読
本
な
ど
に
影
響
を
与
え
た
。『
十
二
楼
』
及
び
李
漁
に
つ
い
て
は
、
向

井
信
夫
「
江
戸
文
芸
に
於
け
る
「
十
二
楼
」
の
翻
案
に
つ
い
て
」︵『
文
献
』
一
四

号
、
一
九
七
〇
︶、
中
里
見
敬
「
李
漁
の
小
説
―
―
「
譚
楚
玉
戯
裡
伝
情
、
劉
藐
姑

曲
終
死
節
」
を
中
心
に
」︵『
集
刊
東
洋
学
』
五
八
号
、
一
九
八
七
︶、
骆
兵
『
李
渔

文
学
思
想
的
审
美
文
化
论
』︵
江
西
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
〇
︶、
蕭
涵
珍
「
李
漁
の

戯
曲
と
そ
の
改
編
小
説
」︵『
東
京
大
学
中
国
語
中
国
文
学
研
究
室
紀
要
』
一
四
号
、

二
〇
一
一
︶、
岡
晴
夫
「
明
清
戯
曲
界
に
お
け
る
李
漁
の
特
異
性
」︵『
日
中
文
学
文

化
研
究
』
創
刊
号
、
二
〇
一
二
︶、
蕭
涵
珍
「
李
漁
の
『
玉
搔
頭
伝
奇
』
と
そ
の
翻

案
作
―
―
曲
亭
馬
琴
か
ら
広
津
柳
浪
ま
で
」︵『
東
京
大
学
中
国
語
中
国
文
学
研
究
室

紀
要
』
一
五
号
、
二
〇
一
二
︶
参
照
。

︻
二
二
︼  「
貞
婦
豹
変
」
の
原
題
は
、「
河
間
傳
」
で
柳
宗
元
の
作
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
柳
宗

元
は
唐
代
の
詩
人
で
あ
り
、唐
宋
八
大
家
に
数
え
ら
れ
る「
古
文
」の
名
文
家
で
あ
る
。

河
東
︵
山
西
省
永
済
県
︶
の
人
。『
柳
河
東
集
』
四
五
卷
が
編
ま
れ
詩
は
約
一
六
〇

首
が
あ
る
。
七
九
三
年
進
士
に
及
第
。
監
察
御
史
裏り
行こうの
と
き
、
王
叔
文
ら
が
、
即

位
し
た
順
宗
を
後
ろ
盾
と
し
て
推
し
進
め
た
政
治
の
改
革
運
動
に
参
加
し
た
が
挫
折

し
た
。
順
宗
は
退
位
し
、
彼
も
永
州
︵
湖
南
省
零
陵
︶
の
司
馬
に
配
流
。
後
に
、
柳

州
刺
史
に
遷
さ
れ
、
奴
婢
を
解
放
す
る
な
ど
多
く
の
改
革
を
行
い
、
八
一
九
年
に
卒

し
た
。
柳
宗
元
の
『
河
間
伝
』
に
つ
い
て
は
、
溝
部
良
恵
「
人
間
性
の
追
求
―
―
柳

宗
元
『
河
間
伝
』」︵『
月
刊
し
に
か
』
八
卷
一
〇
号
、
一
九
九
七
︶、
下
定
雅
弘
「『
河

間
伝
』
を
ど
う
読
む
か
―
―
女
性
の
す
さ
ま
じ
い
性
欲
と
末
尾
の
訓
戒
」︵『
岡
山
大

学
文
学
部
紀
要
』
五
一
号
、
二
〇
〇
九
︶
参
照
。

︻
二
三
︼  

本
作
の
あ
ら
す
じ
は
以
下
の
通
り
。
宣
教
郎
の
呉
約
は
、
吏
部
の
再
任
発
令
を
待
っ

て
、
臨
安
の
清
河
坊
の
旅
館
に
泊
ま
っ
て
い
た
。
旅
館
の
向
か
い
側
の
家
に
美
人
が

居
り
、
呉
宣
教
の
目
の
前
を
し
き
り
に
ち
ら
つ
い
た
。
や
が
て
そ
の
婦
人
の
下
男
を

介
し
て
、
料
理
や
返
礼
の
品
の
や
り
と
り
が
始
ま
り
、
下
男
の
口
か
ら
、
そ
の
婦
人

が
趙
大
夫
の
夫
人
で
、
夫
は
留
守
中
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
夫
人
の
美
し
さ
に

心
奪
わ
れ
、
呉
宣
教
の
思
い
は
つ
の
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
二
人
の
間
は
、
つ
い
に
詩

の
応
酬
に
よ
り
、
愛
を
明
か
す
ま
で
に
な
っ
た
。
あ
る
夜
、
夫
人
に
招
か
れ
て
家
を

訪
れ
、
酒
食
の
歓
待
を
受
け
た
の
ち
、
床
入
り
と
い
う
時
に
、
趙
大
夫
が
帰
宅
し
た
。

呉
宣
教
は
ベ
ッ
ド
の
下
に
隠
れ
た
が
、
発
見
さ
れ
縛
ら
れ
た
。
奸
通
の
罪
で
臨
安
府

に
突
き
出
す
と
言
う
趙
大
夫
に
、
二
千
貫
を
贈
っ
て
許
さ
れ
た
。
翌
日
、
趙
家
に
は

誰
一
人
い
な
か
っ
た
。
す
べ
て
仕
組
ま
れ
た
芝
居
「
紮
火
囤
」
で
、
呉
宣
教
は
ま
ん

ま
と
ひ
っ
か
か
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
小
川
陽
一
『
三
言
二
拍
本
事
論
考
集
成
』︵
新

典
社
、
一
九
八
一
︶
三
〇
〇
頁
参
照
。

︻
二
四
︼  

小
田
嶽
夫
『
中
国
で
か
め
ろ
ん
』︵
新
流
社
、
一
九
六
一
︶
三
七
六
頁
参
照
。

︻
二
五
︼  

凌
濛
初
著
︵
王
古
魯
蒐
録
編
註
︶『
二
刻
拍
案
驚
奇
』︵
古
典
文
学
出
版
社
、

一
九
五
七
︶。

︻
二
六
︼  『
中
国
古
典
文
学
全
集 

一
九　

今
古
奇
観
下
・
三
言
・
二
拍
抄
』︵
平
凡
社
、

一
九
五
八
︶。『
今
古
竒
觀
』
の
翻
訳
は
駒
田
信
二
を
は
じ
め
と
し
た
複
数
の
翻
訳
者

で
実
施
さ
れ
た
が
、「
三
言
・
二
拍
抄
」
の
翻
訳
担
当
は
、
松
枝
茂
夫
が
単
独
で
担

当
し
て
い
る
。

︻
二
七
︼  
魯
迅
︵
増
田
渉
訳
︶『
支
那
小
説
史
』︵
サ
イ
レ
ン
社
、
一
九
三
五
︶。

︻
二
八
︼  

飯
塚
朗
訳
『
情
史　

中
国
千
夜
一
夜
物
語
』︵
新
流
社
、
一
九
四
六
︶。
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田
嶽
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に
よ
る
『
醒
世
恆
言
』
の
翻
訳
に
つ
い
て
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︻
二
九
︼  

増
田
渉
訳
『
聊
斎
志
異　

中
国
千
夜
一
夜
物
語
』︵
新
流
社
、
一
九
四
八
︶。

︻
三
〇
︼  
出
版
活
動
と
し
て
は
、
一
九
六
五
年
に
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
シ
ュ
テ
ー
ケ
ル
︵
谷
崎

英
男
訳
︶『
性
心
理
の
分
析
』︵
新
流
社
、
一
九
六
五
︶
が
、
一
九
六
六
年
に
ヘ
ン

リ
ー
・
ミ
ラ
ー
︵
村
上 

啓
夫
訳
︶『
静
か
な
日
の
情
事
』︵
新
流
社
︶
の
再
版
が
確

認
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
後
は
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
出
版
年
鑑
編
集
部
編
『
日
本
の

出
版
社
』︵
出
版
ニ
ュ
ー
ス
社
刊
︶
に
よ
る
と
、
一
九
六
八
年
版
︵
一
九
六
七
年
一

月
刊
︶、
及
び
一
九
七
〇
年
版
︵
一
九
六
九
年
一
月
刊
︶
に
新
流
社
の
掲
載
が
あ
る

も
の
の
、一
九
七
二
年
版︵
一
九
七
一
年
一
月
刊
︶以
降
に
は
掲
載
が
確
認
で
き
な
い
。

ま
た
出
版
ニ
ュ
ー
ス
社
編
『
出
版
年
鑑
』︵
出
版
ニ
ュ
ー
ス
社
刊
︶
を
確
認
す
る
と
、

一
九
六
七
年
版
︵
一
九
六
七
年
五
月
発
行
︶
に
は
掲
載
が
あ
る
も
の
の
、
一
九
六
八

年
版
︵
一
九
六
八
年
五
月
発
行
︶
以
後
は
掲
載
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
両
者
は
時

期
に
や
や
ず
れ
が
あ
る
が
、
一
九
六
七
年
ま
で
は
活
動
し
て
い
る
こ
と
。
そ
し
て
、

一
九
六
八
年
~
一
九
六
九
年
の
間
に
廃
業
・
統
合
等
が
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と

推
察
で
き
る
。

︻
三
一
︼  

新
流
社
『
世
界
セ
ク
シ
ー
文
学
全
集
』
シ
リ
ー
ズ
は
以
下
の
通
り
。
①
ポ
ア
リ
イ
ヌ
・

レ
ア
ー
ジ
ュ
︵
清
水
正
二
郎 

訳
︶『
Ｏ
嬢
の
物
語
』︵
新
流
社
、一
九
六
〇
︶、②
ザ
ッ

ヘ
ル
・
マ
ゾ
ッ
ホ
︵
小
野
武
雄
訳
︶『
カ
テ
リ
ー
ナ
二
世
』︵
一
九
六
〇
︶、③
マ
ル
キ
・

ド
・
サ
ド
︵
大
場
正
史
訳
︶『
ソ
ド
ム
の
百
二
十
日
』︵
一
九
六
一
︶、
④
小
田
嶽
夫

『
中
国
で
か
め
ろ
ん
』︵
一
九
六
一
︶、
⑤
ピ
テ
ィ
グ
リ
リ
︵
岩
崎
純
孝
訳
︶『
コ
カ
イ

ン
・
麻
薬 

』 ︵
一
九
六
一
︶、
⑥
ニ
ザ
ー
ミ
『
七
曜
妃
物
語
』︵
一
九
六
一
︶、
⑦
マ
リ

イ
ズ
・
シ
ョ
ワ
ジ
イ
︵
高
橋
邦
太
郎
訳
︶『
パ
リ
の
ど
ん
底
』︵
一
九
六
一
︶、
⑧
大

場
正
史
訳
『
ア
ラ
ビ
ア
の
夜
ば
な
し
』︵
一
九
六
一
︶、
⑨
ロ
レ
ン
ス
・
ダ
レ
ル
︵
福

田
陸
太
郎
訳
︶『
ブ
ラ
ッ
ク
・
ブ
ッ
ク
』︵
一
九
六
一
︶、
⑩
ヘ
ン
リ
ー
・
ミ
ラ
ー
︵
村

上
啓
夫
訳
︶『
静
か
な
日
の
情
事
』 ︵
一
九
六
一
︶。

︻
三
二
︼  

小
川
陽
一
『
三
言
二
拍
本
事
論
考
集
成
』︵
新
典
社
、
一
九
八
一
︶
一
七
三
~

一
七
四
頁
参
照
。

︻
三
三
︼  

小
田
嶽
夫
「
解
説
」『
中
国
で
か
め
ろ
ん
』
三
七
六
頁
参
照
。

︻
三
四
︼  

孫
楷
第
「
三
言
二
拍
源
流
考
」︵
一
九
三
一
年
作
、『
滄
州
集
』
中
華
書
局
、

一
九
六
五
︶。

︻
三
五
︼  

譚
正
璧
「
酔
翁
談
録
所
録
宋
人
話
本
名
目
考
」︵
一
九
四
二
初
稿
︶、
同
氏
「
宝
文
堂

書
目
所
録
宋
元
明
人
話
本
考
」︵
一
九
四
二
初
稿
︶、
同
氏
「
三
言
兩
拍
本
事
源
流
述

考
」︵
一
九
四
四
初
稿
︶。

︻
三
六
︼  

譚
正
璧
『
話
本
與
古
劇
』︵
古
典
文
学
出
版
社
、
一
九
五
六
︶。

︻
三
七
︼  

駒
田
信
二
訳
『
今
古
奇
観
︵
４
︶
明
代
短
篇
小
説
選
集
』︵
平
凡
社
東
洋
文
庫
、

一
九
七
四
︶。

︻
三
八
︼  

駒
田
信
二
訳
『
今
古
奇
観
︵
４
︶
明
代
短
篇
小
説
選
集
』
一
三
六
~
一
三
七
頁
参
照
。

︻
三
九
︼  

小
田
嶽
夫
『
中
国
で
か
め
ろ
ん
』
一
〇
一
~
一
〇
三
頁
参
照
。

︻
四
〇
︼  『
論
語
』
学
而
編
「
有
子
曰
、
其
爲
人
也
、
孝
悌
而
好
犯
上
者
鮮
矣
、
不
好
犯
上
而

好
作
乱
者
、
未
之
有
也
、
君
子
務
本
、
本
立
而
道
生
、
孝
悌
也
者
、
其
爲
仁
之
本
与

︵
有
子
曰
く
、そ
の
人
と
為
り
や
、孝
悌
に
し
て
上
を
犯
す
こ
と
を
好
む
者
は
鮮
な
し
。

上
を
犯
す
こ
と
を
好
ま
ず
し
て
乱
を
作
す
こ
と
を
好
む
者
は
、
未
だ
こ
れ
あ
ら
ざ
る

な
り
。
君
子
は
本
を
務
む
。
本
立
ち
て
道
生
る
。
孝
悌
は
そ
れ
仁
を
為
す
の
本
な
る

か
︶」

︻
四
一
︼  

入
矢
義
高
・
梅
原
郁
『
東
京
夢
華
録
』︵
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
︶
一
八
三
~

一
八
四
頁
参
照
。

︻
四
二
︼  

佐
藤
晴
彦
「
<
清
平
山
堂
話
本
>
<
熊
竜
峯
小
説
>
と
「
三
言
」
―
―
馮
夢
竜
の

言
語
的
特
徴
を
探
る
」︵『
神
戸
外
大
論
叢
』
三
七
卷
四
号
、
一
九
八
六
︶、
同
氏 

「
<
醒
世
恒
言
>
に
お
け
る
馮
夢
竜
の
創
作
︵
一
︶
―
―
言
語
的
特
徴
か
ら
の
ア
プ
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十
一
号
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ロ
ー
チ
」︵『
神
戸
外
大
論
叢
』
三
九
卷
六
号
、
一
九
八
八
︶、
同
氏
「
<
醒
世
恒
言
> 

に
お
け
る
馮
夢
竜
の
創
作
︵
二
︶
―
―
言
語
的
特
徴
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」︵『
神
戸

外
大
論
叢
』
四
一
号
四
号
、
一
九
九
〇
︶、
同
氏
「
<
警
世
通
言
>
に
お
け
る
馮
夢

竜
の
創
作
―
―
言
語
的
特
徴
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ︵『
神
戸
外
大
論
叢
』四
三
卷
二
号
、

一
九
九
二
︶、
同
氏
「
<
古
今
小
説
>
に
お
け
る
馮
夢
竜
の
創
作
︵
改
稿
︶
―
―
言

語
的
特
徴
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」︵『
神
戸
外
大
論
叢
』
四
四
卷
一
号
、
一
九
九
三
︶

等
参
照
。

︻
四
三
︼  

駒
田
信
二『
今
古
奇
観︵
４
︶明
代
短
編
白
話
小
説
選
集
』一
三
八
~
一
三
九
頁
参
照
。

︻
四
四
︼  

小
田
嶽
夫
訳
『
中
国
で
か
め
ろ
ん
』
一
〇
四
~
一
〇
五
頁
参
照
。

︻
四
五
︼  

駒
田
信
二『
今
古
奇
観︵
４
︶明
代
短
編
白
話
小
説
選
集
』一
七
一
~
一
七
三
頁
参
照
。

︻
四
六
︼  

小
田
嶽
夫
『
中
国
で
か
め
ろ
ん
』︵
新
流
社
、一
九
六
一
︶
一
五
五
~
一
五
八
頁
参
照
。

︻
四
七
︼  

岡
本
隆
三
は
、
静
岡
県
生
ま
れ
の
作
家
、
中
国
文
学
者
で
あ
る
。
一
九
三
七
年
東
京

外
国
語
学
校
支
那
語
科
卒
業
。
戦
後
横
浜
国
立
大
学
助
教
授
を
務
め
る
が
辞
職
し
て

文
筆
に
専
念
。
近
現
代
文
学
が
専
門
。
翻
訳
書
は
『
儒
林
外
史
︵
上
卷
︶』︵
開
成
館
、

一
九
四
四
︶、
尾
坂
徳
司
共
訳
『
新
中
国
文
学
選
集　

丁
玲
作
品
集
』 ︵
青
木
文
庫
、

一
九
五
三
︶、田
中
清
一
郎
共
訳『
魯
迅
選
集 

第
三
卷︵
雑
感
集 

第
一
︶』︵
青
木
文
庫
、

一
九
五
四
︶、『
魯
迅
選
集 

第
五
卷
︵
雑
感
集 

第
三
︶』︵
青
木
文
庫
、一
九
五
四
︶、『
新

中
国
文
学
選
集　

老
舎
作
品
集
』︵
青
木
書
店 

一
九
五
五
︶
等
。

︻
四
八
︼  

該
当
箇
所
の
岡
本
隆
三
訳
は
以
下
の
通
り
「
と
こ
ろ
が
、
か
れ
は
娘
に
だ
ら
し
な
い

ま
ね
を
さ
せ
て
孫
潤
に
惚
れ
さ
せ
、
ひ
そ
か
に
家
に
引
き
入
れ
て
、
わ
た
く
し
が
前

に
贈
り
ま
し
た
結
納
金
を
ご
ま
か
そ
う
と
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
今
朝
、
か
れ
の
家

へ
す
じ
を
通
し
に
参
り
ま
す
と
、
反
対
に
わ
た
く
し
を
殴
っ
て
辱
し
め
た
の
で
ご
ざ

り
ま
す
。
あ
ま
り
の
こ
と
に
知
事
さ
ま
の
と
こ
ろ
へ
訴
え
に
参
り
ま
す
と
、
か
れ
は

ま
た
し
て
も
追
い
か
け
て
参
り
ま
し
て
つ
か
ま
え
て
殴
り
ま
し
た
。
知
事
さ
ま
の
お

裁
き
で
わ
た
く
し
を
お
助
け
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。」『
中
国
古

典
文
学
全
集
一
九
卷　

今
古
奇
観
︵
下
︶
三
言
二
拍
抄
』︵
平
凡
社
、
一
九
五
八
︶

五
三
頁
参
照
。

︻
四
九
︼  

い
い
︲
な
ず
け
﹇
い
ひ
な
づ
け
﹈ ︻
許
嫁
・
言
名
付
︼︵
動
詞
「
い
い
な
ず
け
る
︵
言

名
付
︶」
の
連
用
形
の
名
詞
化
︶︵
一
︶︵
│
す
る
︶
双
方
の
親
同
士
で
、
幼
い
う
ち

か
ら
子
ど
も
の
結
婚
を
約
束
し
て
お
く
こ
と
。︵
二
︶
親
同
士
の
意
見
で
、
幼
い
時

か
ら
婚
約
し
て
い
る
男
女
。
ま
た
、
夫
あ
る
い
は
妻
に
な
る
と
決
ま
っ
た
人
。
婚
約

者
。
フ
ィ
ア
ン
セ
。︹
語
誌
︺
動
詞
イ
ヒ
ナ
ヅ
ク
の
原
義
未
詳
。
婚
約
の
慣
例
が
生

じ
イ
ヒ
ナ
ヅ
ケ
と
い
う
語
が
用
い
ら
れ
は
じ
め
た
の
は
、
中
世
以
降
の
こ
と
で
、
上

流
武
家
に
お
い
て
、
嫁
入
り
婚
が
男
性
支
配
型
の
婚
姻
と
し
て
成
立
し
た
こ
ろ
か
ら

と
推
測
さ
れ
る
。︹
語
源
説
︺
㈠
ユ
ヒ
ナ
フ
ヅ
ケ
︵
結
納
付
︶
の
約
転
︹
両
京
俚
言
考
・

大
言
海
︺。
㈡
イ
ミ
ナ
ヅ
ケ
︵
忌
名
付
︶
の
な
ま
り
か
。
結
婚
の
際
、
夫
と
な
る
男

性
が
妻
と
な
る
女
性
を
呼
ぶ
イ
ミ
ナ
を
付
け
る
こ
と
か
ら
︹
江
戸
の
か
た
き
を
長
崎

で
=
楳
垣
実
︺。
㈢
ナ
ヅ
ケ
は
ナ
ツ
ケ
︵
懐
︶
の
義
か
︹
綜
合
日
本
民
俗
語
彙
︺。『
日

本
国
語
大
辞
典
︵
二
︶』︵
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
︶
七
八
九
頁
参
照
。

︻
五
〇
︼  

平
凡
社
中
国
古
典
文
学
全
集
の
『
今
古
奇
観
』
翻
訳
に
参
加
し
た
の
は
、村
松
暎
︵
慶

應
義
塾
大
学
文
学
部
専
任
講
師
︶、
伊
藤
漱
平
︵
北
海
道
大
学
助
手
︶、
稲
田
孝
、
桑

山
竜
平
︵
天
理
大
学
外
国
語
学
部
講
師
︶、
常
石
茂
、
尾
上
兼
英
︵
東
京
大
学
文
学

部
助
手
︶、大
村
梅
雄
、佐
藤
一
郎
︵
一
九
二
八
慶
應
義
塾
大
学
講
師
︶、岡
本
隆
三
︵
横

浜
国
立
大
学
助
教
授
︶
で
あ
る
が
、
後
藤
基
巳
は
中
国
古
代
思
想
、
前
野
直
彬
は
漢

詩
が
専
門
で
あ
る
。

︻
五
一
︼  
立
間
祥
介
は
、
東
京
生
ま
れ
の
中
国
文
学
者
で
あ
る
。
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
。

一
九
四
八
年
に
善
隣
外
事
専
門
学
校
を
卒
業
後
に
、
外
務
省
に
入
省
。
東
京
都
立
大

学
講
師
、
一
橋
大
学
講
師
と
な
る
。
後
に
慶
應
義
塾
大
学
教
授
。
退
任
後
に
慶
応
大
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芥
川
賞
作
家
・
小
田
嶽
夫
に
よ
る
『
醒
世
恆
言
』
の
翻
訳
に
つ
い
て
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学
名
誉
教
授
と
な
り
、
浜
松
大
学
教
授
も
務
め
る
。
戦
後
当
初
は
、
竹
内
好
な
ど
の

新
中
国
文
学
研
究
運
動
に
参
加
す
る
が
、
古
典
白
話
小
説
か
ら
近
代
文
学
ま
で
中

国
散
文
作
品
を
幅
広
く
翻
訳
・
紹
介
を
行
っ
た
。
翻
訳
に
は
『
中
国
古
典
文
学
全

集　

三
国
志
演
義
』︵
平
凡
社
、
一
九
五
八
︶、『
中
国
講
談
選
』︵
平
凡
社
東
洋
文
庫
、

一
九
六
九
︶、『
中
国
古
典
文
学
大
系　

児
女
英
雄
伝
』︵
平
凡
社
、
一
九
七
一
︶
等
。

︻
五
二
︼  

千
田
九
一
は
、
山
口
県
出
身
の
漢
文
学
者
で
あ
る
。
一
九
三
六
年
東
京
帝
国
大
学
文

学
部
支
那
文
学
科
卒
。
竹
内
好
、
武
田
泰
淳
ら
の
中
国
文
学
研
究
会
に
参
加
、
戦
後

は
機
関
誌
『
中
国
文
学
』
の
編
集
に
あ
た
る
。
ま
た
高
見
順
ら
の
文
芸
同
人
誌
『
日

暦
』
に
も
参
加
し
た
。
戦
後
、
小
野
忍
と
と
も
に
『
金
瓶
梅
』
を
訳
し
た
。
著
作
と

し
て
は
『
新
・
韓
非
子
物
語
』︵
河
出
書
房
新
社
、
一
九
五
八
︶、
小
野
忍
共
訳
『
中

国
古
典
文
学
全
集　

金
瓶
梅
』︵
平
凡
社
、
一
九
五
九
︶
等
。

︻
五
三
︼  

拙
稿
「
近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
「
三
言
」
所
収
篇
の
受
容
に
つ
い
て : 

新
た
に
発
見
さ
れ
た
桃
義
会
︵
一
九
二
四
︶
の
翻
訳
事
例
を
中
心
と
し
て
」︵『
国
際

文
化
研
究
科
論
集
』
二
〇
、二
〇
一
二
︶
参
照
。

︻
五
四
︼  

拙
稿
「
井
上
紅
梅
の
研
究
―
―
彼
の
生
涯
と
受
容
史
か
ら
見
た
そ
の
業
績
を
中
心
と

し
て
―
― 

」︵『︵
東
ア
ジ
ア
海
域
叢
書
︶
小
説
・
芸
能
か
ら
見
た
海
域
交
流
』
汲
古

書
院
、二
〇
一
〇
︶、同
「
支
那
に
浸
る
人
―
―
井
上
紅
梅
が
描
い
た
日
中
文
化
交
流
」 

︵『
か
ら
船
往
来
―
―
日
本
を
育
て
た 

ひ
と
・
ふ
ね
・
ま
ち
・
こ
こ
ろ
―
―
』
中
国
書
店
、

二
〇
〇
九
︶
等
を
参
照
。


